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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信端末装置と、映像表示装置とを含む映像表示システムであって、
　前記通信端末装置は、
　　報知手段と、
　　前記報知手段の動作を制御する制御手段と、
　　前記報知手段の動作を特定するための処理特定情報を含む制御テーブルを前記映像表
示装置へ送信する第１送信手段とを備え、
　前記映像表示装置は、
　　前記制御テーブルを受信する第１受信手段と、
　　コンテンツを表示する表示手段と、
　　自装置の動作状態を判定する状態判定手段と、
　　前記状態判定手段により判定される動作状態が所定状態になる度に、受信した前記制
御テーブルに含まれる処理特定情報に基づく制御情報を、前記通信端末装置へ送信する第
２送信手段とを備え、
　前記通信端末装置は、前記第２送信手段により送信された前記制御情報を受信する第２
受信手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記制御情報を受信する度に前記報知手段を動作させ、
　前記所定状態は、前記表示手段が表示しているコンテンツが、所定の嗜好情報に応じた
コンテンツであるという状態である、映像表示システム。
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【請求項２】
　前記通信端末装置の前記第１送信手段は、さらに、自装置を識別するための識別情報を
、前記映像表示装置へ送信し、
　前記制御情報を受信する前記通信端末装置は、前記識別情報により識別された装置であ
る、請求項１に記載の映像表示システム。
【請求項３】
　前記第２送信手段は、さらに、音声情報を、前記通信端末装置へ送信し、
　前記第２受信手段は、前記音声情報を受信し、
　前記報知手段は、音声を出力するスピーカであって、
　前記制御手段は、受信した前記音声情報に基づいて、前記スピーカに音声を出力させる
、請求項１に記載の映像表示システム。
【請求項４】
　前記所定状態は、前記表示手段に表示されているコンテンツに対応する音声が消音され
た状態である、請求項３に記載の映像表示システム。
【請求項５】
　前記報知手段は、振動動作を行なう振動部であって、
　前記制御手段は、受信した前記制御情報に基づいて、前記振動部を振動させる、請求項
１に記載の映像表示システム。
【請求項６】
　前記報知手段は、発光する発光素子であって、
　前記制御手段は、受信した前記制御情報に基づいて、前記発光素子を発光させる、請求
項１に記載の映像表示システム。
【請求項７】
　前記通信端末装置は携帯電話であり、前記映像表示装置はテレビジョン受信機である、
請求項１に記載の映像表示システム。
【請求項８】
　通信端末装置と、映像表示装置とを備えた映像表示システムであって、
　前記通信端末装置は、
　　報知手段と、
　　前記報知手段の動作を制御する制御手段と、
　　前記報知手段の動作を特定するための処理特定情報を含む制御テーブルを格納する記
憶装置と、
　　前記制御テーブルを前記映像表示装置へ送信する第１送信手段とを含み、
　前記映像表示装置は、
　　前記制御テーブルを受信する第１受信手段と、
　　前記映像表示装置の動作状態を判定する判定手段と、
　　前記動作状態が予め定められた状態であると判定される度に、前記制御テーブルに含
まれる制御情報を、前記通信端末装置に送信する第２送信手段とを含み、
　前記通信端末装置は、前記制御情報を受信する第２受信手段をさらに含み、
　前記制御手段は、前記制御情報を受信する度に前記報知手段を動作させ、
　前記所定状態は、前記表示手段が表示しているコンテンツが、所定の嗜好情報に応じた
コンテンツであるという状態である、映像表示システム。
【請求項９】
　通信端末装置と通信を行なう映像表示装置であって、
　コンテンツを表示する表示手段と、
　前記通信端末装置の報知手段の動作を特定するための処理特定情報を含む制御テーブル
を、前記通信端末装置または外部装置から受信する受信手段と、
　自装置の動作状態を判定する状態判定手段と、
　前記状態判定手段により判定される動作状態が所定状態になる度に、受信した前記制御
テーブルに含まれる前記処理特定情報に基づく制御情報を、前記通信端末装置へ送信する
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送信手段とを備え、
　前記所定状態は、前記表示手段が表示しているコンテンツが、所定の嗜好情報に応じた
コンテンツであるという状態である、映像表示装置。
【請求項１０】
　報知手段を有する通信端末装置と映像表示装置とを含む映像表示システムにおける映像
表示方法であって、
　前記通信端末装置が、前記報知手段の動作を特定するための処理特定情報を含む制御テ
ーブルを、前記映像表示装置へ送信するステップと、
　前記映像表示装置が、前記制御テーブルを前記通信端末装置から受信するステップと、
　前記映像表示装置が、コンテンツを表示するステップと、
　前記映像表示装置が、自装置の動作状態を判定するステップと、
　前記動作状態が所定状態であると判定される度に、前記映像表示装置が、受信した前記
制御テーブルに含まれる前記処理特定情報に基づく制御情報を、前記通信端末装置へ送信
するステップと、
　前記通信端末装置が、前記制御情報を前記通信端末装置から受信するステップと、
　前記通信端末装置が、前記制御情報を受信する度に前記報知手段を動作させるステップ
とを備え、
　前記所定状態は、前記表示手段が表示しているコンテンツが、所定の嗜好情報に応じた
コンテンツであるという状態である、映像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像表示システムに関し、特に、コンテンツの表示制御を行なう映像表示シ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、宅内の複数種類の装置間において、互いにデータ通信を可能とするための規格（
以下、異装置間通信規格ともいう）に準拠した装置が普及しつつある。異装置間通信規格
は、たとえば、ＤＬＮＡ（Digital Living Network Alliance）規格である。異装置間通
信規格に準拠した装置は、たとえば、テレビ受像機、ＨＤＤ（Hard disk drive）レコー
ダ、オーディオ装置等である。また、異装置間通信規格に準拠した装置は、一般的に、ル
ータ等のネットワーク機器を介して、インターネット等のネットワークにも接続可能とな
っている。
【０００３】
　また、ネットワークに接続可能な異装置間通信規格に準拠した装置は、リモコンで操作
可能な装置であるのが一般的である。そのため、リモコンで操作可能であり、かつ、ネッ
トワークに接続可能な複数種類の装置を、１つの装置で操作することが要求される。
【０００４】
　特開２００２－１３５８１０号公報（特許文献１）には、インターネット等のネットワ
ークに接続可能であって、携帯電話等の通信端末装置を、ネットワークに接続可能なテレ
ビを操作するためのリモコンとして使用する技術（以下、第１の先行技術ともいう）が開
示されている。
【特許文献１】特開２００２－１３５８１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　携帯電話等の通信端末装置を、テレビ等の映像表示装置のリモコンとして使用すること
により、映像表示装置の専用リモコンを使用する必要がなくなる。そのため、ユーザに多
くの手間をかけることなく、多種多様なコンテンツを、迅速に映像表示装置に表示させる
ことができる。ここで、多くの手間とは、たとえば、携帯電話と、専用リモコンとを持ち
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かえるといった手間である。
【０００６】
　最近では、映像表示装置に表示されているコンテンツに関連する関連情報を参照できる
技術が普及している。たとえば、サッカーの試合の番組のコンテンツを、映像表示装置に
表示させているときに、関連情報としてのサッカーの試合の出場選手のプロフィール等を
映像表示装置に表示させる場合、従来では、コンテンツの画像サイズを縮小する処理等を
行なって、関連情報を表示したりする必要があった。そのため、映像表示装置に表示され
ているコンテンツの見易さが損ねられるという問題が発生する。このような問題を解決す
るための技術は、特開２００２－１３５８１０号公報には開示されていない。
【０００７】
　本発明は、上述の問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、コンテ
ンツの見易さを損ねることなく、多種多様な処理を行なうことが可能な映像表示システム
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の課題を解決するために、この発明のある局面に従うと、通信端末装置と、映像表
示装置とを含む映像表示システムであって、通信端末装置は、制御に応じて、複数の処理
の少なくとも１つを行なう処理実行手段と、処理実行手段を制御する制御手段と、複数の
処理をそれぞれ特定するための複数の処理特定情報を含む制御テーブルを映像表示装置へ
送信する第１送信手段とを備え、映像表示装置は、制御テーブルを受信する第１受信手段
と、コンテンツを表示する表示手段と、自装置の動作状態を判定する状態判定手段と、状
態判定手段により判定される動作状態が所定状態である場合、受信した制御テーブルに含
まれる複数の処理特定情報のうちの少なくとも１つの処理特定情報に基づく制御情報を、
通信端末装置へ送信する第２送信手段とを備え、通信端末装置は、さらに、第２送信手段
により送信された制御情報を受信する第２受信手段を備え、制御手段は、受信した制御情
報に基づく処理を処理実行手段に実行させる制御を行なう。
【０００９】
　好ましくは、所定状態は、表示手段が表示しているコンテンツが、所定の嗜好情報に応
じたコンテンツであるという状態である。
【００１０】
　好ましくは、所定状態は、所定時刻に表示手段に表示されるように予約設定されている
コンテンツが存在する状態である。
【００１１】
　好ましくは、通信端末装置の第１送信手段は、さらに、自装置を識別するための識別情
報を、映像表示装置へ送信し、制御情報を受信する通信端末装置は、識別情報により識別
された装置である。
【００１２】
　好ましくは、第２送信手段は、さらに、音声情報を、通信端末装置へ送信し、第２受信
手段は、音声情報を受信し、処理実行手段は、音声を出力する音声出力手段を含み、制御
手段は、受信した制御情報に基づいて、音声出力手段に、受信した音声情報に基づく音声
を出力させる制御を行なう。
【００１３】
　好ましくは、所定状態は、表示手段に表示されているコンテンツに対応する音声が消音
された状態である。
【００１４】
　好ましくは、処理実行手段は、振動動作を行なう振動手段を含み、制御手段は、受信し
た制御情報に基づいて、振動手段に振動動作を行なわせる制御を行なう。
【００１５】
　好ましくは、第２送信手段は、さらに、映像情報を、通信端末装置へ送信し、第２受信
手段は、映像情報を受信し、処理実行手段は、画像を表示する表示手段を含み、制御手段
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は、受信した制御情報に基づいて、表示手段に、受信した映像情報に基づく画像を表示さ
せる制御を行なう。
【００１６】
　好ましくは、処理実行手段は、発光する発光手段を含み、制御手段は、受信した制御情
報に基づいて、発光手段に発光させる制御を行なう。
【００１７】
　好ましくは、通信端末装置は携帯電話であり、映像表示装置はテレビジョン受信機であ
る。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る映像表示システムは、通信端末装置と、映像表示装置とを含む。通信端末
装置は、複数の処理をそれぞれ特定するための複数の処理特定情報を含む制御テーブルを
映像表示装置へ送信する。映像表示装置は、コンテンツを表示し、自装置の動作状態を判
定する。映像表示装置は、判定される動作状態が所定状態である場合、受信した制御テー
ブルに含まれる複数の処理特定情報のうちの少なくとも１つの処理特定情報に基づく制御
情報を、通信端末装置へ送信する。通信端末装置は、受信した制御情報に基づく処理を処
理実行手段に実行させる制御を行なう。
【００１９】
　したがって、コンテンツを表示している映像表示装置は、自装置の動作状態が所定状態
である場合、制御情報を、通信端末装置へ送信する。通信端末装置は、制御情報に基づく
処理を処理実行手段に実行させる制御を行なう。したがって、通信端末装置は、映像表示
装置の動作状態に応じて、多種多様な処理を行なうことができる。
【００２０】
　すなわち、映像表示装置でコンテンツを表示させた状態で、別の装置である通信端末装
置で、多種多様な処理を行なうことができる。したがって、コンテンツの見易さを損ねる
ことなく、多種多様な処理を行なうことができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の説明では、同
一の部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがっ
て、それらについての詳細な説明は繰り返さない。
【００２２】
　本発明において取り扱うコンテンツとは、映像、音声、画像などのデジタルデータおよ
びそれらに関連する関連情報などを意図している。当然のことながら、上記コンテンツと
同様の扱い方をされるものであれば、コンテンツはデジタルデータに限定されるものでは
ない。また、コンテンツが、テレビ放送、インターネット放送、携帯電話網などのネット
ワークを介して提供されるならば、一つのコンテンツが複数のネットワークから提供され
ることも可能である。
【００２３】
　＜第１の実施の形態＞
　（システムの構成）
　図１は、本実施の形態におけるネットワークシステム１０００の構成を示す図である。
図１を参照して、ネットワークシステム１０００には、ホームネットワーク５０１．１，
５０１．２，・・・，５０１．ｎが含まれる。以下においては、ホームネットワーク５０
１．１，５０１．２，・・・，５０１．ｎ（ｎ：自然数）を総括的に、ホームネットワー
ク５０１ともいう。
【００２４】
　ホームネットワーク５０１は、たとえば、宅内に設けられたネットワークである。宅内
とは、たとえば、ユーザの自宅内、会社内等である。ホームネットワーク５０１には、通
信端末装置５００と、映像表示装置６００と、通信部５０とが含まれる。
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【００２５】
　通信端末装置５００は、携帯電話である。なお、通信端末装置５００は、携帯電話に限
定されることなく、通信機能を備え、携帯可能な装置であればどのような装置（たとえば
、ＰＤＡ（Personal Digital Assistance）、ＰＣ（Personal Computer））でもよい。
【００２６】
　通信端末装置５００は、電話網６０と、無線によりデータ通信可能である。電話網６０
は、たとえば、携帯電話のための電話網である。なお、通信端末装置５００は、電話網６
０とデータ通信をした場合、データ通信時に使用したデータ量に応じたパケット料金が発
生する。
【００２７】
　映像表示装置６００は、テレビジョン受信機である。なお、映像表示装置６００は、テ
レビジョン受信機の一例として、液晶テレビである。なお、映像表示装置６００は、液晶
テレビに限定されることなく、画像を表示可能な装置であればどのような装置であっても
よい。映像表示装置６００は、たとえば、プラズマテレビであってもよい。また、映像表
示装置６００は、画像を表示するための表示装置と、当該表示装置に表示させるための画
像データを送信する画像データ送信装置とから構成される装置であってもよい。画像デー
タ送信装置は、たとえば、ＰＣ、ＳＴＢ（Set Top Box）、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）レ
コーダ、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）レコーダ等である。この場合、画像データ送
信装置と表示装置の接続方法は特に規定されない。
【００２８】
　通信端末装置５００と、映像表示装置６００とは、無線または有線でデータ通信を行な
う。すなわち、通信端末装置５００と、映像表示装置６００とを含む映像表示システムが
構成される。
【００２９】
　通信部５０は、通信端末装置５００、映像表示装置６００およびネットワーク７０の各
々と、データ通信を行なう機能を有する。ネットワーク７０は、インターネットなどの外
部のネットワークである。
【００３０】
　通信部５０は、無線ＬＡＮの規格である、ＩＥＥＥ８０２．１１ｇに基づく無線技術を
利用して、複数の機器と同時にデータ通信を行なう機能を有する。なお、無線技術は、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１ｇに基づく技術に限定されることはなく、その他の無線技術であって
もよい。したがって、通信部５０は、通信端末装置５００、映像表示装置６００およびネ
ットワーク７０の各々と、無線でデータ通信を行なうことが可能である。
【００３１】
　また、通信部５０は、さらに、イーサネット（登録商標）を利用した通信用インターフ
ェースを有し、ホームネットワーク５０１内の装置がネットワーク７０への接続要求を出
した場合、機器が有するアドレスをネットワーク７０におけるアドレスに変換するＮＡＴ
（Network Address Translation）機能を含むルータ機能を持つ。
【００３２】
　したがって、通信部５０は、たとえば、ＬＡＮケーブルを介して、通信端末装置５００
、映像表示装置６００およびネットワーク７０の各々とデータ通信を行なうことができる
。すなわち、通信部５０は、通信端末装置５００、映像表示装置６００およびネットワー
ク７０の各々と、有線でデータ通信を行なうことが可能である。
【００３３】
　また、ネットワーク７０は、電話網６０と、無線または有線によりデータ通信可能であ
る。したがって、通信端末装置５００は、電話網６０を介して、ネットワーク７０とデー
タ通信可能である。
【００３４】
　ネットワークシステム１０００には、さらに、サービスサーバ８００Ａと、検索サーバ
８００Ｓと、Ｗｅｂサーバ８００Ｗとが含まれる。
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【００３５】
　サービスサーバ８００Ａは、コンテンツおよび、コンテンツに関連する情報等を提供す
るサーバである。コンテンツは、たとえば、動画像、音楽データ等である。コンテンツが
、たとえば、番組の動画像である場合、コンテンツに関連する情報とは、たとえば、番組
情報である。サービスサーバ８００Ａは、ＰＣである。なお、サービスサーバ８００Ａは
、ＰＣに限定されることなく、動画像等のコンテンツ、音楽データ等のコンテンツ、コン
テンツに関連する情報等を提供する機能を有した装置であればどのような装置であっても
よい。
【００３６】
　サービスサーバ８００Ａは、現在の日時から、所定期間（たとえば、２４時間）前の日
時までの期間における、全てのチャンネルの全ての番組を録画し、番組を録画した録画デ
ータを記憶している。なお、サービスサーバ８００Ａは、現在の日時から、所定期間（た
とえば、２４時間）経過後の録画データを自動的に削除する。したがって、サービスサー
バ８００Ａには、現在の日時から、所定期間前の日時までの期間における、全てのチャン
ネルの全ての番組の録画データが記憶されている。
【００３７】
　また、サービスサーバ８００Ａは、放送される番組の録画データとは別に、装置からの
配信要求に応じて配信する、映画などの映像コンテンツを記憶している。なお、サービス
サーバ８００Ａは、録画データの配信要求があれば、録画データの配信要求を行なった装
置へ、配信要求された録画データを、送信またはストリーミング配信する。
【００３８】
　また、サービスサーバ８００Ａは、現在、放送中の番組およびこれから放送予定の動画
像データを所定期間（たとえば、２４時間）分予め記憶している。そして、現在、放送中
の番組の動画像データの配信要求があれば、動画像データの配信要求を行なった装置へ、
配信要求された動画像データをストリーミング配信する。
【００３９】
　検索サーバ８００Ｓは、ネットワーク７０に接続された端末装置から、検索情報として
のキーワードを受信すると、受信したキーワードに関連する情報のＷｅｂページのＵＲＬ
（Uniform Resource Locator）を検索するサーバである。検索サーバ８００Ｓは、ＰＣで
ある。なお、検索サーバ８００Ｓは、ＰＣに限定されることなく、ネットワーク７０に接
続された端末装置からキーワードを受信した場合、受信したキーワードに関連する情報の
ＷｅｂページのＵＲＬ（Uniform Resource Locator）を検索する機能を有する装置であれ
ばどのような装置であってもよい。
【００４０】
　Ｗｅｂサーバ８００Ｗは、複数種類の情報の各々に対応する複数のＷｅｂページのデー
タを提供するサーバである。Ｗｅｂサーバ８００Ｗは、たとえば、映画に関連する情報に
対応する複数のＷｅｂページのデータを提供する。Ｗｅｂサーバ８００Ｗは、ＰＣである
。なお、Ｗｅｂサーバ８００Ｗは、ＰＣに限定されることなく、複数種類の情報の各々に
対応する複数のＷｅｂページのデータを提供する機能を有する装置であればどのような装
置であってもよい。
【００４１】
　サービスサーバ８００Ａ、検索サーバ８００ＳおよびＷｅｂサーバ８００Ｗの各々は、
ネットワーク７０と、無線または有線でデータ通信を行なう。
【００４２】
　本実施の形態では、通信部５０は、通信端末装置５００、映像表示装置６００およびネ
ットワーク７０の各々と、高速にデータ通信が可能であるとする。通信部５０は、通信端
末装置５００、映像表示装置６００およびネットワーク７０の各々と、たとえば、最大で
１００Ｍｂｐｓ（Mega bit per second）の速度でデータ通信が可能であるとする。
【００４３】
　また、ネットワーク７０は、通信部５０、電話網６０、サービスサーバ８００Ａ、検索
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サーバ８００ＳおよびＷｅｂサーバ８００Ｗの各々と、高速にデータ通信が可能であると
する。ネットワーク７０は、通信部５０、電話網６０、サービスサーバ８００Ａ、検索サ
ーバ８００ＳおよびＷｅｂサーバ８００Ｗの各々と、たとえば、最大で１００Ｍｂｐｓの
速度でデータ通信が可能であるとする。したがって、たとえば、映像表示装置６００とネ
ットワーク７０とのデータ通信の最大速度は１００Ｍｂｐｓであるとする。また、たとえ
ば、通信端末装置５００とネットワーク７０とのデータ通信の最大速度は１００Ｍｂｐｓ
であるとする。
【００４４】
　なお、通信端末装置５００と電話網６０とのデータ通信の速度は、通信端末装置５００
とネットワーク７０とのデータ通信の速度よりも遅いとする。通信端末装置５００と電話
網６０とのデータ通信の最大速度は、たとえば、２５６ｋｂｐｓであるとする。
【００４５】
　また、通信端末装置５００と映像表示装置６００とのデータ通信の速度は、通信端末装
置５００と電話網６０とのデータ通信の速度よりも、十分に速いとする。通信端末装置５
００と映像表示装置６００とのデータ通信の最大速度は、たとえば、４Ｍｂｐｓであると
する。
【００４６】
　（通信端末装置）
　次に、通信端末装置５００について詳細に説明する。
【００４７】
　図２は、通信端末装置５００の外観を正面から示した図である。図２を参照して、通信
端末装置５００は、表示部５３０と、音声出力部５７０と、ＬＥＤ５７６と、入力部５４
０とを備える。
【００４８】
　表示部５３０は、文字や画像等を表示する機能を有する。表示部５３０は、ＬＣＤパネ
ル（Liquid Crystal Display Panel）を使用した装置である。なお、表示部５３０は、上
記以外の表示方式のパネルを使用した装置であってもよい。
【００４９】
　表示部５３０の解像度は、横４８０（ドット）×縦６４０（ドット）である。なお、表
示部５３０の解像度は、横４８０（ドット）×縦６４０（ドット）に限定されることなく
、他の解像度であってもよい。
【００５０】
　また、表示部５３０は、ユーザが、画面に直接触れることで、情報入力可能なタッチパ
ネル機能を有する。表示部５３０は、ユーザが画面にタッチした位置情報を、後述する制
御部５１０へ送信する。制御部５１０は、受信した位置情報に基づいて、所定の処理を行
なう。
【００５１】
　音声出力部５７０は、電話の音声を出力する機能を有する。音声出力部５７０には、音
声を出力するスピーカが含まれる。音声出力部５７０は、後述する制御部５１０から受信
した音声データに基づく音声をスピーカから出力する。
【００５２】
　ＬＥＤ５７６は、通信端末装置５００で行なわれる処理に応じて、光による報知を行な
う。たとえば、ＬＥＤ５７６は、電話の着信があった場合、光を点滅させる。
【００５３】
　入力部５４０は、ボタン群５４１を含む。ボタン群５４１は、方向ボタン５４１Ａ，５
４１Ｂ，５４１Ｃ，５４１Ｄと、決定ボタン５４１Ｅとを含む。方向ボタン５４１Ａ，５
４１Ｂ，５４１Ｃ，５４１Ｄは、ユーザによる短時間（たとえば、１秒未満）の押下操作
（以下、短押操作ともいう）により、表示部５３０に画像が表示されている場合、画像内
の移動させる対象となる物（たとえば、カーソル等）を上下左右に移動させるためのボタ
ンである。
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【００５４】
　具体的には、短押操作があった、方向ボタン５４１Ａ，５４１Ｂ，５４１Ｃ，５４１Ｄ
は、たとえば、カーソルを、それぞれ、上，下，左，右に移動させるためのボタンである
。また、方向ボタン５４１Ａ，５４１Ｂ，５４１Ｃ，５４１Ｄは、ユーザによる長時間（
たとえば、一秒以上）の押下操作（以下、長押操作ともいう）により、たとえば画面をそ
れぞれ、上，下，左，右に画面スクロールすることも可能である。
【００５５】
　決定ボタン５４１Ｅは、短押操作により、たとえば、方向ボタン５４１Ａ，５４１Ｂ，
５４１Ｃ，５４１Ｄの短押操作により選択された項目等を決定するためのボタンである。
【００５６】
　入力部５４０は、さらに、機能ボタン５４２Ａ，５４２Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂを含む
。機能ボタン５４２Ａ，５４２Ｂの各々は、短押操作により、たとえば、ユーザにより予
め設定されたプログラム等を起動させるためのボタンである。
【００５７】
　機能ボタン５４３Ａは、電話をかけるためのボタンである。たとえば、機能ボタン５４
３Ａは、後述する数字ボタン群５４６の短押操作により電話番号を入力した後に、短押操
作されることで、入力した電話番号の端末装置に電話をかける処理が行なわれる。また、
機能ボタン５４３Ａは、通信端末装置５００に電話がかかってきた場合、短押操作により
通話開始を行なうためのボタンである。機能ボタン５４３Ｂは、通信端末装置５００が通
話中である場合、短押操作により通話を終了させるためのボタンである。また、機能ボタ
ン５４３Ｂは、ユーザによる長時間（たとえば、１秒以上）の押下操作（以下、長押操作
ともいう）により、通信端末装置５００の電源のオンとオフとの切替えを行なうためのボ
タンである。
【００５８】
　入力部５４０は、さらに、数字ボタン群５４６を含む。数字ボタン群５４６は、１２個
の数字ボタンを含む。なお、数字ボタン群５４６に含まれる数字ボタンの数は、１２個に
限定されない。１２個の数字ボタンの各々は、短押操作により、数字、文字または記号等
を入力するためのボタンである。１２個の数字ボタンの名称は、それぞれ、０ボタン，１
ボタン，２ボタン，３ボタン，４ボタン，５ボタン，６ボタン，７ボタン，８ボタン，９
ボタン，記号ボタン１、記号ボタン２という。
【００５９】
　入力部５４０は、入力部５４０に含まれる複数のボタンのうち、短押操作または長押操
作されたボタンに対応するボタン信号を、後述する制御部５１０へ送信する。すなわち、
入力部５４０は、ユーザが通信端末装置５００を操作するためのインターフェースである
。以下においては、ユーザによる、入力部５４０の操作または表示部５３０に対するタッ
チ操作を、インターフェース操作Ｍともいう。
【００６０】
　通信端末装置５００は、さらに、音声入力部５７４と、生体情報取得部５７７とを備え
る。音声入力部５７４は、通話のときに、音声を入力する機能を有する。音声入力部５７
４には、音声を入力するマイクが含まれる。音声入力部５７４は、マイクにより取得した
音声を音声データに変換して、音声データを、通信端末装置５００内の後述する制御部５
１０へ送信する。
【００６１】
　生体情報取得部５７７は、人間の生体情報を取得する機能を有する。本実施の形態では
、生体情報は、人間の体の一部である指紋をデータ化した情報であるとする。この場合、
生体情報は、指紋の画像データ、指紋の特徴部分を抽出したデータ等となる。なお、生体
情報は、指紋をデータ化した情報に限定されることなく、静脈、網膜、虹彩、顔等をデー
タ化した情報であってもよい。また、生体情報は、人間が発した声に基づく声紋等であっ
てもよい。
【００６２】
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　生体情報取得部５７７は、人間の体の一部が接触すると、接触した体の一部をデータ化
した生体情報を、後述する制御部５１０へ送信する。
【００６３】
　携帯端末装置５００は、さらに、記録媒体挿入部５５０Ａを備える。記録媒体挿入部５
５０Ａは、携帯端末装置５００に後述する記録媒体を挿入する部分である。
【００６４】
　図３は、通信端末装置５００の外観を背面から示した図である。図３を参照して、通信
端末装置５００は、さらに、音声出力部５７２と、撮像部５７８とを備える。音声出力部
５７２は、後述する制御部５１０で行なわれる処理に対応した音声を出力する機能を有す
る。音声出力部５７２には、音声を出力するスピーカが含まれる。音声出力部５７２は、
後述する制御部５１０から受信した音声データに基づく音声をスピーカから出力する。
【００６５】
　撮像部５７８は、撮像対象となる被写体を撮像する撮像処理を行なう機能を有する。撮
像部５７８は、図示しない、撮像レンズ、受光部およびカラーフィルタ部とを含む。受光
部は、入力された光を電気信号に変換する機能を有する。受光部は、複数の受光素子から
構成される。受光素子は、たとえば、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）イメージセンサ
またはＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサ等を使用
した素子である。
【００６６】
　カラーフィルタ部は、複数のカラーフィルタから構成される。カラーフィルタは、Ｒ、
Ｇ、Ｂの各々に対応したフィルタである。複数のカラーフィルタは、複数の受光素子にそ
れぞれ対応して設けられる。
【００６７】
　撮像処理では以下の処理が行なわれる。まず、撮像部５７８が、撮像対象となる被写体
に反射されて撮像レンズに入射した光を、カラーフィルタ部を介して、受光部に入力させ
る。受光部は入力された光を電気信号に変換する。そして、撮像部５７８は、変換した電
気信号をデジタルデータ（以下、撮像画像データともいう）に変換する。
【００６８】
　図４は、通信端末装置５００の内部構成を示したブロック図である。なお、図４には、
説明のために、記録媒体５５５も示している。記録媒体５５５には、後述するプログラム
１８０が記録されている。すなわち、プログラム１８０は、媒体等に記録されてプログラ
ム製品として流通される。また、記録媒体５５５もプログラム製品として流通される。
【００６９】
　図４を参照して、通信端末装置５００は、さらに、制御部５１０と、一時記憶部５２２
と、記憶部５２０とを備える。
【００７０】
　記憶部５２０は、データを不揮発的に記憶する機能を有する。記憶部５２０は、制御部
５１０によってデータアクセスされる。記憶部５２０は、電源を供給されなくてもデータ
を不揮発的に保持可能な媒体（たとえば、フラッシュメモリ）である。記憶部５２０には
、プログラム１８０、後述する録画データ、その他の各種データ等が記憶されている。プ
ログラム１８０は、後述する、リモコンプログラムを含む。
【００７１】
　制御部５１０は、記憶部５２０に記憶されたプログラム１８０に従って、通信端末装置
５００内の各部に対する各種処理や、演算処理等を行なう機能を有する。制御部５１０は
、ＣＰＵ（Central Processing Unit）である。なお、制御部５１０は、ＣＰＵに限定さ
れることなく、演算機能を有するその他の回路であってもよい。
【００７２】
　一時記憶部５２２は、制御部５１０によってデータアクセスされ、一時的にデータを記
憶するワークメモリとして使用される。一時記憶部５２２は、ＤＲＡＭ（Dynamic Random
 Access Memory）である。なお、一時記憶部５２２は、ＤＲＡＭに限定されることなく、
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データを揮発的に記憶可能なその他の回路であってもよい。
【００７３】
　通信端末装置５００は、さらに、アンテナ５０２と、チューナ５０５と、データ処理部
５０７とを備える。
【００７４】
　アンテナ５０２は、チューナ５０５と接続されている。チューナ５０５は、制御部５１
０により指示された周波数の放送信号を、アンテナ５０２を介して受信する。チューナ５
０５は、ディジタル放送およびアナログ放送に基づく放送信号を受信する機能を有する。
【００７５】
　放送信号は、画像データ、音声データ、テキストデータ、ＥＰＧ（Electric Program G
uide）データを含む。なお、放送信号が、ディジタル放送に基づく信号である場合、放送
信号は、さらに、ＢＭＬ（Broadcast Markup Language）データ等が含まれる。ＥＰＧデ
ータは、複数の番組情報を示すデータである。ＢＭＬデータは、画像データ、音声データ
およびテキストデータの各々の配置位置や、動作などの制御を行なうためのデータである
。チューナ５０５は、受信した放送信号を、データ処理部５０７へ送信する。
【００７６】
　データ処理部５０７は、受信した放送信号を復調し、復調データとする。受信した放送
信号が、アナログ放送に基づく信号である場合、データ処理部５０７は、以下の処理を行
なう。まず、データ処理部５０７は、復調データを、デコード処理し、画像データ、音声
データを得るとともに、放送信号の垂直帰線区間（ＶＢＩ：Vertical Blanking Interval
）から、テキストデータ、ＥＰＧデータを得る。
【００７７】
　そして、データ処理部５０７は、制御部５１０から、表示部５３０に画像を表示させる
ための表示指示を受信すると、画像データを、後述するＶＤＰ（Video Display Processo
r）５３２へ送信する。ＶＤＰ５３２は、画像データを受信すると、表示部５３０に画像
データに基づく画像（動画像または静止画像）を表示させる。
【００７８】
　また、データ処理部５０７は、制御部５１０から、録画処理を行なうための録画指示を
受信すると、画像データおよび音声データを圧縮して、録画データとして、記憶部５２０
に記憶させる。この場合の録画データを、以下においては、コンテンツともいう。録画デ
ータは、ＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）４形式で圧縮されたデータである。
なお、録画データは、ＭＰＥＧ４形式で圧縮されたデータに限定されることなく、他の形
式で圧縮されたデータであってもよい。ここで、他の形式とは、たとえば、ＭＰＥＧ１、
ＭＰＥＧ２、Ｈ．２６４等の形式である。
【００７９】
　また、受信した放送信号が、ディジタル放送に基づく信号である場合、データ処理部５
０７は、以下の処理を行なう。まず、データ処理部５０７は、復調データを、ディジタル
放送のプロトコルに基づいてデコード処理し、デコードデータにする。デコードデータに
は、画像データ、音声データ、テキストデータ、ＥＰＧデータ、ＢＭＬデータが含まれる
。デコードデータに含まれる、画像データおよび音声データは、ＭＰＥＧ４形式で圧縮さ
れたデータである。なお、デコードデータに含まれる、画像データおよび音声データは、
ＭＰＥＧ４形式で圧縮されたデータに限定されることなく、他の形式で圧縮されたデータ
であってもよい。ここで、他の形式とは、たとえば、ＭＰＥＧ１、ＭＰＥＧ２、Ｈ．２６
４等の形式である。
【００８０】
　そして、データ処理部５０７は、制御部５１０から、表示部５３０に画像を表示させる
ための表示指示を受信すると、表示指示により指定されたチャンネルのデコードデータに
含まれる画像データを、後述するＶＤＰ５３２へ送信する。ＶＤＰ５３２は、画像データ
を受信すると、表示部５３０に画像データに基づく画像（動画像または静止画像）を表示
させる。
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【００８１】
　また、データ処理部５０７は、制御部５１０から、録画処理を行なうための録画指示を
受信すると、録画指示により指定されたチャンネルのデコードデータを、録画データとし
て、記憶部５２０に記憶させる。この場合の録画データを、以下においては、コンテンツ
ともいう。この場合、録画データには、画像データ、音声データ、テキストデータおよび
ＢＭＬデータが含まれる。
【００８２】
　通信端末装置５００は、さらに、ＶＤＰ５３２と、ＶＲＡＭ（Video Random Access Me
mory）５３６とを備える。
【００８３】
　ＶＲＡＭ５３６は、画像データを一時的に記憶する機能を有する。
　制御部５１０は、記憶部５２０に記憶されたプログラム１８０に従って、ＶＤＰ５３２
に対し、描画指示を出す。描画指示とは、画像を生成し、当該画像を表示部５３０に表示
させる指示である。
【００８４】
　ＶＤＰ５３２は表示部５３０と接続されている。ＶＤＰ５３２は、制御部５１０からの
描画指示に応じて、記憶部５２０内の後述するプログラム１８０からフォントデータ、図
形データ等を読出し、ＶＲＡＭ５３６を利用して画像を生成する。そして、ＶＤＰ５３２
は、ＶＲＡＭ５３６に記憶された画像データを読出し、表示部５３０に、当該画像データ
に基づく画像を表示させる。
【００８５】
　通信端末装置５００は、さらに、入力部５４０と、記録媒体アクセス部５５０を備える
。
【００８６】
　制御部５１０は、入力部５４０に含まれる、前述した複数のボタンのうち、短押操作ま
たは長押操作があったボタンに対応するボタン信号を、入力部５４０から受信する。制御
部５１０は、受信したボタン信号に応じた処理を行なう。
【００８７】
　記録媒体アクセス部５５０は、記録媒体５５５が前述の記録媒体挿入部５５０Ａから通
信端末装置５００に挿入（装着）されると、記録媒体５５５にデータアクセス可能となる
。これにより、記録媒体アクセス部５５０は、プログラム１８０が記録された記録媒体５
５５から、プログラム１８０を読出すことが可能となる。
【００８８】
　記録媒体５５５に記憶されているプログラム１８０は、制御部５１０のインストール処
理により、記録媒体アクセス部５５０により読み出され、制御部５１０が、プログラム１
８０を、記憶部５２０に記憶させる。このインストール処理用プログラムは、予め、記憶
部５２０に格納されており、インストール処理は、制御部５１０が、インストール処理用
プログラムに基づいて行なう。
【００８９】
　なお、記憶部５２０には、プログラム１８０がインストールされていなくてもよい。こ
の場合、制御部５１０は、記録媒体アクセス部５５０を介して、記録媒体５５５に記憶さ
れたプログラム１８０を読み出して、プログラム１８０に基づいた所定の処理を行なう。
記録媒体５５５には、さらに、コンテンツデータ等も記録されている。コンテンツデータ
は、たとえば、音楽データ、動画像データ等である。
【００９０】
　記録媒体５５５は、ＳＤ（Secure Digital（登録商標））メモリーカードである。なお
、記録媒体５５５は、ＳＤメモリーカード（登録商標）に限定されることなく、データを
不揮発的に記録可能なその他の媒体であってもよい。
【００９１】
　通信端末装置５００は、さらに、通信部５６０と、通信部５６２とを備える。
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　通信部５６０は、制御部５１０とデータの送受信を行なう。また、通信部５６０は、映
像表示装置６００と有線または無線で、データの送受信を行なう機能を有する。
【００９２】
　通信部５６０は、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）２．０の規格に基づく、シリアル転
送を行なう通信用インターフェースの機能を有する。なお、シリアル転送を行なう通信用
インターフェースの規格は、ＵＳＢ２．０に限定されることなく他の規格であってもよい
。
【００９３】
　なお、通信部５６０は、パラレル転送を行なう通信用インターフェースの機能を有して
いてもよい。パラレル転送を行なう通信用インターフェースは、たとえば、セントロニク
ス準拠の規格に準拠したインターフェースである。また、通信部５６０は、ＩＥＥＥ１３
９４またはＳＣＳＩ規格に基づく通信用インターフェースの機能を有していてもよい。
【００９４】
　また、通信部５６０は、さらに、無線データ通信機能を有する。無線データ通信機能は
、Bluetooth（登録商標）を使用して、無線でデータ通信を行なう機能を有する。なお、
無線データ通信は、Bluetooth（登録商標）を使用した方式に限定されることなく、たと
えば、赤外線等を使用した他の通信方式であってもよい。通信部５６０は、制御部５１０
からの制御指示に応じて、映像表示装置６００と無線でデータ通信を行なう。
【００９５】
　通信部５６２は、制御部５１０と、データの送受信を行なう。通信部５６２は、無線Ｌ
ＡＮの規格である、ＩＥＥＥ８０２．１１ｇに基づく無線技術を利用してデータ通信を行
なう機能を有する。なお、無線技術は、ＩＥＥＥ８０２．１１ｇに基づく技術に限定され
ることはなく、その他の無線技術であってもよい。したがって、通信部５６２は、無線に
より、通信部５０とデータ通信を行なうことができる。
【００９６】
　また、通信部５６２は、さらに、イーサネット（登録商標）を利用した通信用インター
フェースの機能を有する。したがって、通信部５６２は、たとえば、ＬＡＮケーブルを介
して、通信部５０とデータ通信を行なうことができる。
【００９７】
　通信端末装置５００は、さらに、アンテナ５６４と、通信部５６６とを備える。
　アンテナ５６４は、通信部５６６と接続されている。通信部５６６は、アンテナ５６４
を利用して、無線通信信号を送受信する機能を有する。通信部５６６は、制御部５１０に
より指示された周波数の無線通信信号を、アンテナ５６４を介して受信する。無線通信信
号は、音声データ、文字データおよび画像データ等を含む信号である。
【００９８】
　通信部５６６は、アンテナ５６４を利用して、無線通信信号により、図示しない最寄の
基地局と通信を行なう。最寄の基地局は、電話網６０と通信を行なうことができる。した
がって、通信部５６６は、アンテナ５６４を利用して、無線通信信号により、最寄の基地
局を介して、電話網６０と通信を行なう。通信部５６６は、無線通信信号を受信した場合
、当該無線通信信号を復調し、復調した無線通信信号に基づくデータを、制御部５１０へ
送信する。また、通信部５６６は、無線通信信号を送信する場合、制御部５１０からデー
タ（たとえば、音声データ）を受信し、当該データを、所定のプロトコルに基づいて、無
線通信信号に変換する。そして、通信部５６６は、アンテナ５６４を利用して、変換した
無線通信信号を、図示しない最寄の基地局を介して、電話網６０へ送信する。
【００９９】
　通信部５６６は、最寄の基地局と通信を行なうことで、基地局の位置を示す情報（以下
、基地局位置情報ともいう）も取得可能である。通信部５６６は、制御部５１０からの制
御指示に応じて、取得した基地局位置情報を、制御部５１０へ送信する。制御部５１０は
、受信した基地局位置情報に基づいて、通信端末装置５００の位置を大まかに把握するこ
とができる。
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【０１００】
　また、通信部５６６は、ＧＰＳ（Global Positioning System）機能を有する。ＧＰＳ
機能とは、人口衛星と通信して、通信端末装置５００の位置（緯度、経度、高度等に基づ
く位置）の情報（以下、ＧＰＳ位置情報ともいう）を取得する機能である。通信部５６６
は、制御部５１０からの制御指示に応じて、ＧＰＳ位置情報を取得し、制御部５１０へ送
信する。
【０１０１】
　携帯端末装置５００は、制御部５１０および通信部５６６の処理により、電話網６０を
介して、ネットワーク７０からプログラムのダウンロード処理を行ない、記憶部５２０に
格納することもできる。この場合、当該ダウンロードしたプログラムは、プログラム１８
０である。
【０１０２】
　制御部５１０は、ネットワーク７０からダウンロードしたプログラム（プログラム１８
０）に従って、所定の処理を行なう。このダウンロード用プログラムは、予め、記憶部５
２０に格納されており、ダウンロード処理は、制御部５１０が、ダウンロード用プログラ
ムに基づいて行なう。
【０１０３】
　制御部５１０は、前述した音声出力部５７０，５７２、音声入力部５７４とデータ通信
する。
【０１０４】
　制御部５１０が、音声データを音声出力部５７０へ送信すると、音声出力部５７０は、
制御部５１０から受信した音声データに基づく音声をスピーカから出力する。制御部５１
０が、音声データを音声出力部５７２へ送信すると、音声出力部５７２は、制御部５１０
から受信した音声データに基づく音声をスピーカから出力する。
【０１０５】
　ユーザが音声入力部５７４に含まれるマイクに対して音声を発すると、音声入力部５７
４は、マイクにより取得した音声を音声データに変換して、音声データを、制御部５１０
へ送信する。
【０１０６】
　制御部５１０は、前述したＬＥＤ５７６、撮像部５７８および生体情報取得部５７７の
各々とデータ通信する。ＬＥＤ５７６は、制御部５１０からの制御指示に基づいて、光を
発する。
【０１０７】
　撮像部５７８は、制御部５１０からの制御指示に基づいて、前述の撮像処理を行ない、
撮像画像データを制御部５１０へ送信する。制御部５１０は、撮像画像データを受信する
と、撮像画像データを、一時記憶部５２２、記憶部５２０および記録媒体５５５のいずれ
かに記憶させる。
【０１０８】
　生体情報取得部５７７は、生体情報を取得すると、取得した生体情報（たとえば、指紋
情報）を、制御部５１０へ送信する。
【０１０９】
　通信端末装置５００は、さらに、振動部５７９を備える。振動部５７９は、制御部５１
０からの制御指示に基づいて、振動部５７９自身が振動することにより、通信端末装置５
００を振動させる機能を有する。振動部５７９は、たとえば、電話の着信、電子メールの
受信時に、制御部５１０からの制御指示に基づいて、通信端末装置５００を振動させる。
【０１１０】
　通信端末装置５００は、さらに、ＲＦＩＤ（Radio Frequency Identification）５８０
を備える。ＲＦＩＤ５８０は、たとえば、FeliCa（登録商標）などのセキュリティ機能を
もったＲＦＩＤに基づく集積回路で、非接触で図示しない読み取り端末と通信を行う。ま
た、ＲＦＩＤ５８０は、制御部５１０からの制御指示に基づいて、端末ＩＤなどのデータ
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を出力する。
【０１１１】
　（映像表示装置）
　次に、映像表示装置６００について詳細に説明する。
【０１１２】
　図５は、映像表示装置６００の内部構成を示したブロック図である。なお、図５には、
説明のために、記録媒体５５５Ａも示している。記録媒体５５５Ａには、後述するプログ
ラム１８０Ａが記録されている。すなわち、プログラム１８０Ａは、媒体等に記録されて
プログラム製品として流通される。また、記録媒体５５５Ａもプログラム製品として流通
される。
【０１１３】
　図５を参照して、映像表示装置６００は、表示部６３０と、音声出力部６７０とを備え
る。表示部６３０は、文字や画像等を表示する機能を有する。表示部６３０は、ＬＣＤパ
ネル（Liquid Crystal Display Panel）を使用した装置である。なお、表示部５３０は、
上記以外の表示方式のパネルを使用した装置であってもよい。
【０１１４】
　表示部６３０が表示可能な画像のサイズは、表示部５３０が表示可能な画像のサイズよ
り大きい。また、表示部６３０の解像度は、表示部５３０の解像度より大きい。たとえば
、表示部６３０の解像度は、横１３６６（ドット）×縦７６８（ドット）の解像度である
。なお、表示部６３０の解像度は、横１３６６（ドット）×縦７６８（ドット）に限定さ
れることなく、他の解像度であってもよい。
【０１１５】
　音声出力部６７０は、映像表示装置６００の外部に設けられる。音声出力部６７０は、
後述する制御部６１０で行なわれる処理に対応した音声を出力する機能を有する。音声出
力部６７０には、音声を出力するスピーカが含まれる。音声出力部６７０は、後述する制
御部６１０から受信した音声データに基づく音声をスピーカから出力する。
【０１１６】
　映像表示装置６００は、さらに、制御部６１０と、一時記憶部６２２と、記憶部６２０
とを備える。
【０１１７】
　記憶部６２０は、データを不揮発的に記憶する機能を有する。記憶部６２０は、制御部
６１０によってデータアクセスされる。記憶部６２０は、大容量のデータを記憶可能なハ
ードディスクである。なお、記憶部６２０は、ハードディスクに限定されることなく、電
源を供給されなくてもデータを不揮発的に保持可能な媒体（たとえば、フラッシュメモリ
）であればよい。記憶部６２０には、プログラム１８０Ａ、後述する録画データ、映像表
示装置６００を識別するための装置ＩＤ、その他の各種データ等が記憶されている。
【０１１８】
　制御部６１０は、記憶部６２０に記憶されたプログラム１８０Ａに従って、映像表示装
置６００内の各部に対する各種処理や、演算処理等を行なう機能を有する。制御部６１０
は、前述の制御部５１０と同様なものであるので詳細な説明は繰り返さない。
【０１１９】
　一時記憶部６２２は、制御部６１０によってデータアクセスされ、一時的にデータを記
憶するワークメモリとして使用される。一時記憶部６２２は、前述の一時記憶部５２２と
同様なものであるので詳細な説明は繰り返さない。
【０１２０】
　映像表示装置６００は、さらに、アンテナ６０２と、チューナ６０５と、データ処理部
６０７とを備える。
【０１２１】
　アンテナ６０２は、チューナ６０５と接続されている。チューナ６０５は、制御部６１
０により指示された周波数の放送信号を、アンテナ６０２を介して受信する。チューナ６



(16) JP 4969254 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

０５は、ディジタル放送およびアナログ放送に基づく放送信号を受信する機能を有する。
【０１２２】
　放送信号は、画像データ、音声データ、テキストデータ、ＥＰＧデータを含む。なお、
放送信号が、ディジタル放送に基づく信号である場合、放送信号は、さらに、前述したＢ
ＭＬデータ等が含まれる。チューナ６０５は、受信した放送信号を、データ処理部６０７
へ送信する。
【０１２３】
　データ処理部６０７は、受信した放送信号を復調し、復調データとする。受信した放送
信号が、アナログ放送に基づく信号である場合、データ処理部６０７は、以下の処理を行
なう。まず、データ処理部６０７は、復調データを、デコード処理し、画像データおよび
音声データを取得するとともに、放送信号の垂直帰線区間から、テキストデータ、ＥＰＧ
データを取得する。
【０１２４】
　そして、データ処理部６０７は、制御部６１０から、表示部６３０に画像を表示させる
ための表示指示を受信すると、画像データを、後述するＶＤＰ６３２へ送信する。ＶＤＰ
６３２は、画像データを受信すると、表示部６３０に画像データに基づく画像（動画像ま
たは静止画像）を表示させる。
【０１２５】
　また、データ処理部６０７は、制御部６１０から、録画処理を行なうための録画指示を
受信すると、画像データおよび音声データを圧縮して、録画データとして、記憶部６２０
に記憶させる。録画データは、ＭＰＥＧ２形式で圧縮されたデータである。なお、録画デ
ータは、ＭＰＥＧ２形式で圧縮されたデータに限定されることなく、他の形式で圧縮され
たデータであってもよい。ここで、他の形式とは、たとえば、Ｈ．２６４等の形式である
。
【０１２６】
　また、受信した放送信号が、ディジタル放送に基づく信号である場合、データ処理部６
０７は、以下の処理を行なう。まず、データ処理部６０７は、復調データを、ディジタル
放送の規格に基づいてデコード処理し、デコードデータにする。デコードデータには、画
像データ、音声データ、テキストデータ、ＥＰＧデータ、ＢＭＬデータが含まれる。デコ
ードデータに含まれる、画像データおよび音声データは、ＭＰＥＧ２形式で圧縮されたデ
ータである。なお、デコードデータに含まれる、画像データおよび音声データは、ＭＰＥ
Ｇ２形式で圧縮されたデータに限定されることなく、他の形式で圧縮されたデータであっ
てもよい。ここで、他の形式とは、たとえば、Ｈ．２６４等の形式である。
【０１２７】
　そして、データ処理部６０７は、制御部６１０から、表示部６３０に画像データを表示
させるための表示指示を受信すると、表示指示により指定されたチャンネルのデコードデ
ータに含まれる画像データを、後述するＶＤＰ６３２へ送信する。ＶＤＰ６３２は、画像
データを受信すると、表示部６３０に画像データに基づく画像（動画像または静止画像）
を表示させる。
【０１２８】
　以下においては、チューナ６０５が受信した放送信号に基づく画像であって、かつ、表
示部６３０に表示される画像を、ＴＶ画像ともいう。なお、映像表示装置６００を操作す
るための後述するリモコン３００に設けられる、“１”～“１２”の数字ボタンの押下操
作で、直接、選局可能なＴＶ画像のチャンネルの種類の数は、最大で１２個であるとする
。当然のことながら、リモコン３００に設けられる数字ボタンの数が多ければ多いほど、
直接、選局可能なＴＶ画像のチャンネルの種類の数は多くなる。
【０１２９】
　リモコン３００の“１”～“１２”の数字ボタンには、それぞれ、“１”～“１２”の
リモコンチャンネル番号が設定される。たとえば、“３”の数字ボタンには、リモコンチ
ャンネル番号“３”が設定される。また、１つのリモコンチャンネル番号には、１つのＴ
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Ｖ画像のチャンネルを登録可能である。たとえば、リモコンチャンネル番号“１”に対し
、ＴＶ画像のチャンネル番号“８”が登録されているとする。この場合、リモコン３００
の“１”の数字ボタンが、ユーザにより押下処理されることにより、リモコン３００から
、チャンネル番号“８”のＴＶ画像を選局するためのリモコン信号が、映像表示装置６０
０へ送信される。
【０１３０】
　なお、映像表示装置６００は、複数種類のＴＶ画像を同時に、表示部６３０に表示する
機能を有する。また、映像表示装置６００は、ＴＶ画像と、他の種類の画像とを同時に、
表示部６３０に表示する機能を有する。
【０１３１】
　また、データ処理部６０７は、制御部６１０から、録画処理を行なうための録画指示を
受信すると、録画指示により指定されたチャンネルのデコードデータを、録画データとし
て、記憶部６２０に記憶させる。この場合の録画データを、以下においては、コンテンツ
ともいう。この場合、録画データには、画像データ、音声データ、テキストデータおよび
ＢＭＬデータが含まれる。
【０１３２】
　映像表示装置６００は、さらに、ＶＤＰ６３２と、ＶＲＡＭ６３６とを備える。
　ＶＲＡＭ６３６は、画像データを一時的に記憶する機能を有する。
【０１３３】
　制御部６１０は、記憶部６２０に記憶されたプログラム１８０Ａに従って、ＶＤＰ６３
２に対し、描画指示を出す。描画指示とは、画像を生成し、当該画像を表示部６３０に表
示させる指示である。
【０１３４】
　ＶＤＰ６３２は表示部６３０と接続されている。ＶＤＰ６３２は、制御部６１０からの
描画指示に応じて、記憶部６２０内の後述するプログラム１８０Ａからフォントデータ、
図形データ等を読出し、ＶＲＡＭ６３６を利用して画像を生成する。そして、ＶＤＰ６３
２は、ＶＲＡＭ６３６に記憶された画像データを読出し、表示部６３０に、当該画像デー
タに基づく画像を表示させる。
【０１３５】
　映像表示装置６００は、さらに、入力部６４０と、記録媒体アクセス部６５０とを備え
る。
【０１３６】
　入力部６４０は、図示されない複数のボタンを含む。複数のボタンは、映像表示装置６
００の外部に設けられている。複数のボタンのうち、いずれかのボタンがユーザにより押
下操作されると、入力部６４０は、押下操作されたボタンに対応するボタン信号を、制御
部６１０へ送信する。制御部６１０は、受信したボタン信号に基づいて、所定の処理を行
なう。以下においては、ユーザによる、入力部６４０のボタン操作を、インターフェース
操作Ｔともいう。
【０１３７】
　記録媒体アクセス部６５０は、プログラム１８０Ａが記録された記録媒体５５５Ａから
、プログラム１８０Ａを読出す機能を有する。記録媒体５５５Ａに記憶されているプログ
ラム１８０Ａは、制御部６１０のインストール処理により、記録媒体アクセス部６５０に
より読み出され、制御部６１０が、プログラム１８０Ａを、記憶部６２０に記憶させる。
このインストール処理用プログラムは、予め、記憶部６２０に格納されており、インスト
ール処理は、制御部６１０が、インストール処理用プログラムに基づいて行なう。
【０１３８】
　なお、記憶部６２０には、プログラム１８０Ａがインストールされていなくてもよい。
この場合、制御部６１０は、記録媒体アクセス部６５０を介して、記録媒体５５５Ａに記
憶されたプログラム１８０Ａを読み出して、プログラム１８０Ａに基づいた所定の処理を
行なう。記録媒体５５５Ａには、さらに、コンテンツデータ等も記録されている。コンテ
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ンツデータは、たとえば、音楽データ、動画像データ等である。
【０１３９】
　記録媒体５５５Ａは、ＳＤメモリーカード（登録商標）である。なお、記録媒体５５５
は、ＳＤメモリーカード（登録商標）に限定されることなく、データを不揮発的に記録可
能なその他の媒体、たとえば、Blu-ray Disc(登録商標)、ＨＤ－ＤＶＤ（High-Definitio
n Digital Versatile Disc）（登録商標）、ＤＶＤ－ＲＯＭ（Digital Versatile Disk R
ead Only Memory）、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disk Read Only Memory）、等であってもよ
い。
【０１４０】
　映像表示装置６００は、さらに、通信部６６０と、通信部６６２とを備える。
　通信部６６０は、制御部６１０とデータの送受信を行なう。また、通信部６６０は、通
信端末装置５００と有線または無線で、データの送受信を行なう機能を有する。なお、通
信部６６０は、前述の通信部５６０と同様な構成および機能を有するので詳細な説明は繰
り返さない。
【０１４１】
　通信部６６２は、制御部６１０と、データの送受信を行なう。通信部６６２は、前述の
通信部５６２と同様な構成および機能を有するので詳細な説明は繰り返さない。したがっ
て、通信部６６２は、無線により、通信部５０とデータ通信を行なうことができる。また
、通信部６６２は、たとえば、ＬＡＮケーブルを介して、通信部５０とデータ通信を行な
うことができる。
【０１４２】
　したがって、本実施の形態における映像表示装置６００は、ネットワーク７０から、通
信部５０および通信部６６２を介して、プログラムのダウンロード処理を行ない、記憶部
６２０に格納することもできる。この場合、当該ダウンロードしたプログラムは、プログ
ラム１８０Ａである。
【０１４３】
　制御部６１０は、ネットワーク７０からダウンロードしたプログラム（プログラム１８
０Ａ）に従って、所定の処理を行なう。このダウンロード用プログラムは、予め、記憶部
６２０に格納されており、ダウンロード処理は、制御部６１０が、ダウンロード用プログ
ラムに基づいて行なう。
【０１４４】
　映像表示装置６００は、さらに、リモコン信号受信部６８０を備える。リモコン信号受
信部６８０は、リモコン（リモートコントローラー）３００から出力される、映像表示装
置６００を操作するためのリモコン信号を受信する機能を有する。リモコン信号受信部６
８０は、受信したリモコン信号を制御部６１０へ送信する。制御部６１０は、受信したリ
モコン信号に応じて、対応する処理を行なう。なお、リモコン３００には、前述したよう
に、ＴＶ画像を選局するための“１”～“１２”の数字ボタンが設けられる。以下におい
ては、ユーザによる、リモコン３００の操作も、インターフェース操作Ｔともいう。
【０１４５】
　なお、前述した通信端末装置５００がリモコン３００の機能を有することも想定でき、
通信端末装置５００、リモコン３００は、２つが存在する場合、および一方のみしか存在
しない場合なども想定できる。
【０１４６】
　制御部６１０は、前述した音声出力部６７０とデータ通信する。制御部６１０が、音声
データを音声出力部６７０へ送信すると、音声出力部６７０は、制御部６１０から受信し
た音声データに基づく音声をスピーカから出力する。
【０１４７】
　（サービスサーバ、検索サーバおよびＷｅｂサーバ）
　図６は、サービスサーバ８００Ａの内部構成を示したブロック図である。図６を参照し
て、サービスサーバ８００Ａは、表示部８３０と、制御部８１０と、一時記憶部８２２と
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、記憶部８２０とを備える。
【０１４８】
　表示部８３０は、文字や画像等を表示する機能を有する。表示部８３０は、前述の表示
部６３０と同様なものであるので詳細な説明は繰り返さない。
【０１４９】
　記憶部８２０は、データを不揮発的に記憶する機能を有する。記憶部８２０は、制御部
８１０によってデータアクセスされる。記憶部８２０は、大容量のデータを記憶可能なハ
ードディスクである。なお、記憶部８２０は、ハードディスクに限定されることなく、電
源を供給されなくてもデータを不揮発的に保持可能な媒体（たとえば、フラッシュメモリ
）であればよい。記憶部８２０には、プログラム１８０Ｂ、録画データ、コンテンツデー
タ、その他の各種データ等が記憶されている。
【０１５０】
　制御部８１０は、記憶部８２０に記憶されたプログラム１８０Ｂに従って、サービスサ
ーバ８００Ａ内の各部に対する各種処理や、演算処理等を行なう機能を有する。制御部８
１０は、前述の制御部５１０と同様なものであるので詳細な説明は繰り返さない。
【０１５１】
　一時記憶部８２２は、制御部８１０によってデータアクセスされ、一時的にデータを記
憶するワークメモリとして使用される。一時記憶部８２２は、前述の一時記憶部５２２と
同様なものであるので詳細な説明は繰り返さない。
【０１５２】
　サービスサーバ８００Ａは、さらに、ＶＤＰ８３２と、ＶＲＡＭ８３６とを備える。
　ＶＲＡＭ８３６は、画像データを一時的に記憶する機能を有する。
【０１５３】
　制御部８１０は、記憶部８２０に記憶されたプログラム１８０Ｂに従って、ＶＤＰ８３
２に対し、描画指示を出す。描画指示とは、画像を生成し、当該画像を表示部８３０に表
示させる指示である。
【０１５４】
　ＶＤＰ８３２は表示部８３０と接続されている。ＶＤＰ８３２は、制御部８１０からの
描画指示に応じて、記憶部５２０内の後述するプログラム１８０Ｂからフォントデータ、
図形データ等を読出し、ＶＲＡＭ８３６を利用して画像を生成する。そして、ＶＤＰ８３
２は、ＶＲＡＭ８３６に記憶された画像データを読出し、表示部８３０に、当該画像デー
タに基づく画像を表示させる。
【０１５５】
　サービスサーバ８００Ａは、さらに、入力部８４０を備える。
　入力部８４０には、マウス８４２と、キーボード８４４とが接続されている。ユーザは
、マウス８４２またはキーボード８４４を利用して、サービスサーバ８００Ａに指示を与
える。マウス８４２またはキーボード８４４からの入力指示は、入力部８４０を介して制
御部８１０へ送信される。制御部８１０は、入力部８４０からの入力指示に基づいて所定
の処理を行なう。
【０１５６】
　サービスサーバ８００Ａは、さらに、通信部８６０と、通信部８６２とを備える。
　通信部８６０は、制御部８１０とデータの送受信を行なう。また、通信部８６０は、図
示しない他の装置と有線または無線で、データの送受信を行なう機能を有する。なお、通
信部８６０は、前述の通信部５６０と同様な構成および機能を有するので詳細な説明は繰
り返さない。
【０１５７】
　通信部８６２は、制御部８１０と、データの送受信を行なう。通信部８６２は、前述の
通信部５６２と同様な構成および機能を有するので詳細な説明は繰り返さない。したがっ
て、通信部８６２は、無線により、ネットワーク７０とデータ通信を行なうことができる
。また、通信部８６２は、たとえば、ＬＡＮケーブルを介して、ネットワーク７０とデー
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タ通信を行なうことができる。
【０１５８】
　なお、検索サーバ８００ＳおよびＷｅｂサーバ８００Ｗの各々も、前述したサービスサ
ーバ８００Ａと同様な構成を有するので詳細な説明は繰り返さない。
【０１５９】
　（リモコン）
　次に、通信端末装置５００を、映像表示装置６００を操作するためのリモコン（以下、
表示装置リモコンともいう）として使用するための処理について説明する。インターフェ
ース操作Ｍにより、制御部５１０がプログラム１８０のリモコンプログラムを実行すると
、通信端末装置５００を、表示装置リモコンとして使用することが可能となる。この場合
、表示部５３０には、以下のリモコン画像ＭＧ１００が表示される。
【０１６０】
　図７は、一例としてのリモコン画像ＭＧ１００を示す図である。図７を参照して、リモ
コン画像ＭＧ１００には、ボタン画像ＭＢＧ１１０，ＭＢＧ１２０，ＭＢＧ１３０が配置
される。
【０１６１】
　ボタン画像ＭＢＧ１１０，ＭＢＧ１２０，ＭＢＧ１３０の各々は、インターフェース操
作Ｍにより、押下処理されることで、制御部５１０が、後述の対応するリモコン信号を、
通信部５６０を利用して、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。
【０１６２】
　ボタン画像ＭＢＧ１１０は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
電源リモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。ここで、
映像表示装置６００は、待機モードを有する。待機モードとは、表示部６３０に画像を表
示させるための電源がオフであるために、表示部６３０が画像を表示できない状態であっ
て、主電源がオフでない状態である。すなわち、待機モードとは、表示部６３０に画像が
表示されていない状態であって、主電源がオフでない状態である。以下においては、表示
部６３０に画像を表示させるための電源を画像表示電源ともいう。
【０１６３】
　したがって、映像表示装置６００が待機モードの場合、電源リモコン信号を受信するこ
とにより、画像表示電源がオンされることにより、表示部６３０に画像を表示させること
ができる。なお、以下においては、画像表示電源がオンの状態の映像表示装置６００を通
常モードともいう。すなわち、電源リモコン信号は、映像表示装置６００において、待機
モードと、通常モードとを切替えるためのリモコン信号である。
【０１６４】
　ボタン画像ＭＢＧ１２０は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
番組表表示リモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。番
組表表示リモコン信号は、映像表示装置６００の表示部６３０に、後述する番組表画像を
表示させるためのリモコン信号である。
【０１６５】
　ボタン画像ＭＢＧ１３０は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
メニュー表示リモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。
メニュー表示リモコン信号は、映像表示装置６００の表示部６３０に、後述するメニュー
画像を表示させるためのリモコン信号である。
【０１６６】
　リモコン画像ＭＧ１００には、さらに、ボタン画像ＭＢＧ１４２，ＭＢＧ１４４，ＭＢ
Ｇ１５２，ＭＢＧ１５４が配置される。ボタン画像ＭＢＧ１４２，ＭＢＧ１４４，ＭＢＧ
１５２，ＭＢＧ１５４の各々は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで
、制御部５１０が、後述の対応するリモコン信号を、通信部５６０を利用して、映像表示
装置６００へ送信するためのボタン画像である。
【０１６７】
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　ボタン画像ＭＢＧ１４２は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
音量アップリモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。音
量アップリモコン信号は、映像表示装置６００の音声出力部６７０から出力される音声を
大きくさせるためのリモコン信号である。ボタン画像ＭＢＧ１４４は、インターフェース
操作Ｍにより、押下処理されることで、音量ダウンリモコン信号を、映像表示装置６００
へ送信するためのボタン画像である。音量ダウンリモコン信号は、映像表示装置６００の
音声出力部６７０から出力される音声を小さくさせるためのリモコン信号である。
【０１６８】
　ボタン画像ＭＢＧ１５２は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
チャンネルプラスリモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像であ
る。チャンネルプラスリモコン信号は、映像表示装置６００の表示部６３０にＴＶ画像が
表示されている場合に、前述のリモコンチャンネル番号を１インクリメントさせるための
リモコン信号である。なお、リモコンチャンネル番号が“１２”の場合に、上記の１イン
クリメントされる処理が行われた場合、リモコンチャンネル番号は、“１”になる。なお
、チャンネルプラスリモコン信号は、ＴＶ画像のチャンネル番号を、１インクリメントさ
せるためのリモコン信号であってもよい。
【０１６９】
　ボタン画像ＭＢＧ１５４は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、
チャンネルマイナスリモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像で
ある。チャンネルマイナスリモコン信号は、映像表示装置６００の表示部６３０にＴＶ画
像が表示されている場合に、前述のリモコンチャンネル番号を１デクリメントさせるため
のリモコン信号である。なお、リモコンチャンネル番号が“１”の場合に、上記の１デク
リメントされる処理が行われた場合、リモコンチャンネル番号は、“１２”になる。なお
、チャンネルマイナスリモコン信号は、ＴＶ画像のチャンネル番号を、１デクリメントさ
せるためのリモコン信号であってもよい。
【０１７０】
　リモコン画像ＭＧ１００には、さらに、ボタン画像ＭＢＧ１８０が配置される。ボタン
画像ＭＢＧ１８０の各々は、インターフェース操作Ｍにより、押下処理されることで、制
御部５１０が、後述の対応するリモコン信号を、通信部５６０を利用して、映像表示装置
６００へ送信するためのボタン画像である。
【０１７１】
　以下においては、通信端末装置５００が、映像表示装置６００へリモコン信号を送信す
ることで映像表示装置６００を操作可能な場合における、通信端末装置５００の動作モー
ドを、リモコンモードともいう。
【０１７２】
　なお、リモコンモードの通信端末装置５００において、数字ボタン群５４６に含まれる
１２個の数字ボタンのいずれかが短押操作された場合、制御部５１０は、押下された数字
ボタンに対応するリモコン信号を出力する。
【０１７３】
　（事前登録）
　次に、映像表示装置６００が、サービスサイトに登録する処理（以下、登録処理ともい
う）について説明する。サービスサイトは、サービスを提供するＷｅｂサイトある。ここ
で、サービスサイトが提供するサービスは、たとえば、コンテンツの配信である。配信さ
れるコンテンツは、たとえば、動画像データ、ニュース等の情報である。ここで、サービ
スサイトは、サービスサーバ８００Ａが提供するサイトであるとする。サービスサイトが
提供するデータは、サービスサーバ８００Ａの記憶部８２０に記憶されている。
【０１７４】
　映像表示装置６００は、サービスサイトに登録することで、サービスサイトから、様々
なサービスを享受することが可能となる。サービスサイトは、サービスサーバ８００Ａが
提供するＷｅｂサイトであるので、サービスサーバ８００Ａが提供するサービスサイトに
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登録することは、サービスサーバ８００Ａに対し登録することになる。
【０１７５】
　前述のプログラム１８０Ａには、さらに、サービスサイトにアクセスするためのＷｅｂ
ブラウザを表示部６３０に表示するためのＷｅｂブラウザプログラムが含まれる。以下の
登録処理は、リモコンモードの通信端末装置５００におけるインターフェース操作Ｍによ
り、制御部６１０がプログラム１８０ＡのＷｅｂブラウザプログラムを実行した状態で行
なわれるとする。これにより、表示部６３０には、以下のＷｅｂブラウザ画像Ｇ２００が
表示されているとする。
【０１７６】
　図８は、一例としてのＷｅｂブラウザ画像Ｇ２００を示す図である。図８を参照して、
Ｗｅｂブラウザ画像Ｇ２００には、ＵＲＬ表示画像Ｇ２１０と、Ｗｅｂページ画像Ｇ２２
０と、ボタン画像ＢＧ２８１とが配置される。
【０１７７】
　ＵＲＬ表示画像Ｇ２１０には、リモコンモードの通信端末装置５００におけるインター
フェース操作Ｍにより、サービスサイトに登録するためのＷｅｂページのＵＲＬが入力さ
れている。
【０１７８】
　Ｗｅｂページ画像Ｇ２２０は、サービスサーバ８００Ａの提供するサービスサイト内に
あるＷｅｂページである。Ｗｅｂページ画像Ｇ２２０は、サービスサイトに登録するため
のＷｅｂページを表示した画像である。Ｗｅｂページ画像Ｇ２２０には、リモコンモード
の通信端末装置５００におけるインターフェース操作Ｍにより、サービスサイトの登録に
必要な情報が入力されている。サービスサイトの登録に必要な情報は、たとえば、名前、
メールアドレス、性別等の情報である。
【０１７９】
　なお、嗜好キーワードとは、ユーザの嗜好に応じたキーワードである。すなわち、嗜好
キーワードは、嗜好情報である。なお、嗜好キーワードの入力は任意であるとする。Ｗｅ
ｂページ画像ＭＧ２２０では、嗜好キーワードの一例として、「サッカー」、「野球」、
「お笑い」というキーワードが入力されている。なお、嗜好キーワードは、３つに限定さ
れることはない。
【０１８０】
　Ｗｅｂページ画像Ｇ２２０には、ボタン画像ＢＧ２８５が配置されている。ボタン画像
ＢＧ２８５は、押下処理されることにより、サービスサイトに登録する処理を許可するた
めのボタン画像である。ボタン画像ＢＧ２８５の押下処理は、リモコンモードの通信端末
装置５００において、ボタン画像ＢＧ２８５を押下処理するためのインターフェース操作
Ｍがあった場合に行なわれる。
【０１８１】
　ボタン画像ＢＧ２８１は、押下処理されることにより、Ｗｅｂブラウザ画像Ｇ２００内
に、現在、表示されているＷｅｂページ画像Ｇ２２０の前に、Ｗｅｂブラウザ画像Ｇ２０
０に表示されていたＷｅｂページ画像（以下、旧Ｗｅｂページ画像ともいう）が存在する
場合、旧Ｗｅｂページ画像をＷｅｂブラウザ画像Ｇ２００に表示させるためのボタン画像
である。ボタン画像ＢＧ２８１の押下処理は、リモコンモードの通信端末装置５００にお
いて、ボタン画像ＢＧ２８１を押下処理するためのインターフェース操作Ｍがあった場合
に行なわれる。
【０１８２】
　図９は、登録処理のフローチャートである。図９では、映像表示装置６００およびサー
ビスサーバ８００Ａの各々において行なわれる処理を示す。図９を参照して、映像表示装
置６００では、まず、ステップＳ１１０の処理が行なわれる。
【０１８３】
　ステップＳ１１０では、制御部６１０が、登録許可操作があるか否かを判定する。登録
許可操作とは、表示部６３０にＷｅｂブラウザ画像Ｇ２００が表示されている状態で、ボ
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タン画像ＢＧ２８５を押下処理する操作である。リモコンモードの通信端末装置５００に
おいて、ボタン画像ＢＧ２８５を押下処理するためのインターフェース操作Ｍがあった場
合、ボタン画像ＢＧ２８５を押下処理するためのリモコン信号が映像表示装置６００へ送
信され、制御部６１０は、当該リモコン信号を受信する。この場合、制御部６１０は、ボ
タン画像ＢＧ２８５を押下処理し、登録許可操作があったと判定する。
【０１８４】
　ステップＳ１１０において、ＹＥＳならば、ステップＳ１１１に進む。一方、ステップ
Ｓ１１０において、ＮＯならば、再度、ステップＳ１１０の処理が行なわれる。
【０１８５】
　ステップＳ１１１では、制御部６１０が、Ｗｅｂブラウザ画像Ｇ２００に入力された情
報を、ユーザデータとして、記憶部６２０に記憶させる。これにより、記憶部６２０には
、以下のユーザデータＴＤ５０が記憶されるとする。そして、ステップＳ１１１の処理は
終了する。
【０１８６】
　図１０は、一例としてのユーザデータＴＤ５０を示す図である。図１０を参照して、ユ
ーザデータＴＤ５０において、「装置ＩＤ」とは、装置を識別するための情報である。ユ
ーザデータＴＤ５０に示される「装置ＩＤ」は、映像表示装置６００を操作している通信
端末装置５００の装置ＩＤである。通信端末装置５００の装置ＩＤは、たとえば、電話番
号であるとする。なお、装置ＩＤは、電話番号以外のものであってもよい。
【０１８７】
　再び、図９を参照して、ステップＳ１１１の処理の後、ステップＳ１１２に進む。
　ステップＳ１１２では、制御部６１０が、登録データを、サービスサーバ８００Ａへ送
信する。登録データは、図１０のユーザデータＴＤ５０と、登録する映像表示装置６００
の装置ＩＤとを含むデータである。ここで、映像表示装置６００の装置ＩＤは、一例とし
て、“１１ＴＡ”であるとする。その後、ステップＳ１１２の処理は終了する。
【０１８８】
　サービスサーバ８００Ａでは、まず、ステップＳ１２０の処理が行なわれる。
　ステップＳ１２０では、制御部８１０が、登録データを受信したか否かを判定する。ス
テップＳ１２０において、ＹＥＳならば、ステップＳ１２１に進む。一方、ステップＳ１
２０において、ＮＯならば、再度、ステップＳ１２０の処理が行なわれる。ここでは、ユ
ーザデータＴＤ５０と、装置ＩＤ“１１ＴＡ”とを含む登録データを受信したとして、ス
テップＳ１２１に進む。
【０１８９】
　ステップＳ１２１では、制御部８１０が、受信した登録データを、記憶部８２０に記憶
させる。この処理により、記憶部８２０には、ユーザデータＴＤ５０と、装置ＩＤ“１１
ＴＡ”とを含む登録データが記憶されるとする。そして、ステップＳ１２２に進む。
【０１９０】
　ステップＳ１２２では、制御部８１０が、ユーザ識別情報を、映像表示装置６００へ送
信する。ユーザ識別情報は、映像表示装置６００を特定するための識別情報である。ユー
ザ識別情報は、たとえば、クッキーである。ステップＳ１２２の処理が終了すると、再度
、ステップＳ１２０の処理が行なわれる。
【０１９１】
　映像表示装置６００では、ステップＳ１１２の処理が終了すると、ステップＳ１１４に
進む。
【０１９２】
　ステップＳ１１４では、制御部６１０が、サービスサーバ８００Ａから送信されたユー
ザ識別情報を受信する。その後、ステップＳ１１６に進む。
【０１９３】
　ステップＳ１１６では、制御部６１０が、受信したユーザ識別情報を、登録したサービ
スサイトのＵＲＬに対応づけて記憶部６２０に記憶させる。以上により、映像表示装置６
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００での処理は終了する。
【０１９４】
　映像表示装置６００が、複数種類のサービスサイトに対し、前述した登録処理を行なう
ことで、記憶部６２０には、以下のユーザ識別情報登録テーブルＤ１００が記憶される。
【０１９５】
　図１１は、一例としてユーザ識別情報登録テーブルＤ１００を示す図である。図１１を
参照して、ユーザ識別情報登録テーブルＤ１００は、複数のユーザ識別情報登録データか
ら構成される。「番号」とは、複数のユーザ識別情報登録データの各々を特定するための
番号である。「サイト名」とは、登録したサービスサイトの名称である。「ＵＲＬ」とは
、登録したサービスサイトのＵＲＬである。「ユーザ識別情報」とは、登録したサービス
サイトから受信したユーザ識別情報（たとえば、クッキー）である。
【０１９６】
　（データ通信）
　次に、リモコンモードの通信端末装置５００で行なわれる処理（以下、操作判定処理Ｍ
ともいう）と、通信端末装置５００から送信されるリモコン信号を受信した場合に映像表
示装置６００で行なわれる処理（以下、制御信号対応処理Ｔともいう）について説明する
。
【０１９７】
　図１２は、操作判定処理Ｍおよび制御信号対応処理Ｔのフローチャートである。図１２
を参照して、通信端末装置５００が行なう操作判定処理Ｍでは、まず、ステップＳ１０の
処理が行なわれる。
【０１９８】
　ステップＳ１０では、制御部５１０が、制御操作があるか否かを判定する。ここで、制
御操作は、表示部５３０に対するタッチ操作、または、通信端末装置５００の外部に設け
られた複数の外部ボタンのいずれかの押下操作である。
【０１９９】
　複数の外部ボタンは、方向ボタン５４１Ａ，５４１Ｂ，５４１Ｃ，５４１Ｄ、決定ボタ
ン５４１Ｅ、機能ボタン５４２Ａ，５４２Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂ、数字ボタン群５４６
に含まれる１２個の数字ボタンである。ステップＳ１０において、ＹＥＳならば、ステッ
プＳ１２に進む。一方、ステップＳ１０において、ＮＯならば、再度、ステップＳ１０の
処理が行なわれる。
【０２００】
　ステップＳ１２では、制御部５１０が、通信部５６０を利用して、制御操作に対応する
、映像表示装置６００を操作するための制御信号としてのリモコン信号を、映像表示装置
６００へ送信する。ステップＳ１２の処理が終了すると、再度、ステップＳ１０の処理が
行なわれる。
【０２０１】
　映像表示装置６００が行なう制御信号対応処理Ｔでは、まず、ステップＳ２０の処理が
行なわれる。
【０２０２】
　ステップＳ２０では、制御部６１０が、制御信号としてのリモコン信号を受信したか否
かを判定する。ステップＳ２０において、ＹＥＳならば、ステップＳ２２に進む。一方、
ステップＳ２０において、ＮＯならば、再度、ステップＳ２０の処理が行なわれる。
【０２０３】
　ステップＳ２２では、制御信号対応処理が行なわれる。制御信号対応処理では、制御部
６１０が、受信したリモコン信号に応じた処理を行なう。ステップＳ２２の処理が終了す
ると、再度、ステップＳ２０の処理が行なわれる。
【０２０４】
　（制御テーブルの送信）
　次に、通信端末装置５００が、他の装置が自装置（通信端末装置５００）を制御するた
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めの情報を含む制御テーブルを、映像表示装置６００へ送信するための処理（以下、制御
テーブル送信処理ともいう）について説明する。送信される制御テーブルは、以下の制御
テーブルＭＤ２００であるとする。制御テーブルＭＤ２００は、記憶部５２０に記憶され
ているとする。
【０２０５】
　図１３は、一例としての制御テーブルＭＤ２００を示す図である。図１３を参照して、
制御テーブルＭＤ２００において、「装置ＩＤ」とは、装置を識別するための情報である
。通信端末装置５００の装置ＩＤは、たとえば、電話番号であるとする。なお、装置ＩＤ
は、電話番号以外のものであってもよい。「リモコンモード」の項目の「オン」は、通信
端末装置５００が、リモコンモードに設定されていることを示す。なお、「リモコンモー
ド」の項目が、「オフ」の場合、通信端末装置５００が、リモコンモードに設定されてい
ないことを示す。
【０２０６】
　「処理」とは、通信端末装置５００が実行可能な処理を示す。以下においては、「処理
」の項目に記載されている情報は、処理を特定するための処理特定情報である。「処理」
の項目の「メロディ１～２５」とは、音声出力部５７２により２５種類のメロディを鳴ら
す処理を示す。なお、メロディは、２５種類に限定されることはない。以下の「処理」の
項目についても同様に、１～ｍ（自然数）と記載している場合、ｍ種類に限定されること
はない。
【０２０７】
　「処理」の項目の「音楽１～２０」とは、音声出力部５７２により２０種類の音楽を鳴
らす処理を示す。「処理」の項目の「バイブ１～５」とは、振動部５７９が５種類の振動
パターンで振動する処理を示す。
【０２０８】
　「処理」の項目の「赤発光１～２」とは、ＬＥＤ５７６が２種類の赤の発光パターンを
行なう処理を示す。「処理」の項目の「青発光１～３」とは、ＬＥＤ５７６が３種類の青
の発光パターンを行なう処理を示す。「処理」の項目の「スピーカー」とは、音声出力部
５７０により音声を出力する処理を示す。なお、「処理」の項目の「スピーカー」とは、
音声出力部５７２により音声を出力する処理であってもよい。
【０２０９】
　「処理」の項目の「カメラ１（静止画）」とは、撮像部５７８の撮像処理により静止画
像データを取得する処理を示す。「処理」の項目の「カメラ２（動画）」とは、撮像部５
７８の撮像処理により動画像データを取得する処理を示す。「処理」の項目の「カメラ３
（バーコード）」とは、撮像部５７８の撮像処理によりバーコード（たとえば、ＱＲ（Qu
ick Response）コード（登録商標））を取得する処理を示す。「処理」の項目の「カメラ
４（顔認証）」とは、撮像部５７８の撮像処理により取得した顔の画像により認証を行な
う処理を示す。
【０２１０】
　「処理」の項目の「指紋認証」とは、生体情報取得部５７７の動作により取得した指紋
情報により認証を行なう処理を示す。「処理」の項目の「電子マネー」とは、ＲＦＩＤ５
８０により電子マネーを使用する処理を示す。「処理」の項目の「テロップ表示」とは、
表示部５３０により文字、画像等をテロップ表示する処理を示す。
【０２１１】
　なお、前述の各種処理を通信端末装置５００に実行させるためのデータは、予め記憶部
５２０に記憶されている。
【０２１２】
　「制御番号」とは、前述した各種処理を特定するための番号である。「状態」とは、対
応する「処理」が、通信端末装置５００で実行することが許可されているか否かを示す。
各処理に対応する「状態」の項目は、通信端末装置５００において、アプリケーションプ
ログラム等により、ユーザが「許可」および「不許可」のいずれかを設定可能であるとす
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る。
【０２１３】
　なお、通信端末装置５００は、音を発生しないモード（以下、サイレンモード）に設定
することができる。また、以下においては、通信端末装置５００が音を発生するモードを
、音発生モードともいう。通信端末装置５００を、サイレンモードおよび音発生モードの
いずれかに設定するための操作は、数字ボタン群５４６に含まれる記号ボタン１の長押操
作であるとする。
【０２１４】
　通信端末装置５００が、サイレンモードの場合、制御テーブルＭＤ２００において、通
信端末装置５００が音を発生する処理（たとえば、「メロディ１～２５」）は、「不許可
」に設定される。
【０２１５】
　なお、通信端末装置５００が実行可能な処理（以下、端末実行可能処理ともいう）は、
上記処理に限定されることはない。端末実行可能処理は、たとえば、表示部５３０におい
て、バックライトのみを光らす処理であってもよい。また、端末実行可能処理は、通信端
末装置５００に設けられた図示しないストロボを光らす処理であってもよい。また、端末
実行可能処理は、ウインドウ画面を表示する処理であってもよい。
【０２１６】
　次に、制御テーブル送信処理について説明する。ここで、映像表示装置６００は、待機
モードであるとする。前述したように、待機モードとは、表示部６３０に画像が表示され
ていない状態であって、主電源がオフでない状態である。映像表示装置６００は、待機モ
ードであっても、他の装置または通信部５０とデータ通信可能であるとする。なお、映像
表示装置６００は、通常モードであってもよい。
【０２１７】
　図１４は、制御テーブル送信処理のフローチャートである。図１４では、通信端末装置
５００および映像表示装置６００の各々において行なわれる処理を示す。
【０２１８】
　映像表示装置６００では、まず、ステップＳ２４０の処理が行なわれる。
　ステップＳ２４０では、接続信号送信処理が行なわれる。接続信号送信処理では、制御
部６１０が、無線データ通信機能により接続信号を送信する。以下においては、無線デー
タ通信機能は、一例として、Bluetooth（登録商標）を使用した通信機能であるとする。
接続信号は、当該接続信号を受信した装置とデータ通信を行なうための信号である。
【０２１９】
　上記処理により送信される接続信号は、映像表示装置６００の設置位置から、一例とし
て、半径１０メートルの領域内まで到達するものとする。すなわち、上記処理により、映
像表示装置６００の設置位置から、一例として、半径１０メートルの領域（以下、接続信
号受信可能領域ともいう）内にある装置は、接続信号を受信可能であるとする。その後、
このステップＳ２４０の処理は終了する。
【０２２０】
　ここで、通信端末装置５００は、電源がオン状態であり、かつ、接続信号受信可能領域
内にあるとする。通信端末装置５００では、まず、ステップＳ２１０の処理が行なわれる
。
【０２２１】
　ステップＳ２１０では、制御部５１０が、映像表示装置６００とデータ通信可能である
か否かを判定する。すなわち、制御部５１０は、通信端末装置５００と映像表示装置６０
０との距離が所定の距離以下となる位置に配置された映像表示装置６００とデータ通信可
能であるか否かを判定する。具体的には、制御部５１０が、接続信号を受信したか否かを
判定する。
【０２２２】
　ステップＳ２１０において、ＹＥＳならば、ステップＳ２１１に進む。一方、ステップ
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Ｓ２１０において、ＮＯならば、再度、ステップＳ２１０の処理が行なわれる。ここでは
、接続信号を受信したとして、ステップＳ２１１に進む。ステップＳ２１０において、Ｙ
ＥＳと判定される場合は、制御部５１０が、映像表示装置６００とデータ通信可能である
と判定した場合である。
【０２２３】
　ステップＳ２１１では、制御部５１０が、制御テーブルを、映像表示装置６００へ送信
する。送信される制御テーブルは、図１３の制御テーブルＭＤ２００であるとする。そし
て、制御テーブル送信処理における通信端末装置５００の処理は終了する。
【０２２４】
　映像表示装置６００では、ステップＳ２４０の処理の後、ステップＳ２４１に進む。
　ステップＳ２４１では、制御部６１０が、制御テーブルを受信したか否かを判定する。
ステップＳ２４１において、ＹＥＳならば、ステップＳ２４２に進む。一方、ステップＳ
２４１において、ＮＯならば、再度、ステップＳ２４０の処理が行なわれる。ここでは、
制御テーブルＭＤ２００を受信したとして、ステップＳ２４２に進む。
【０２２５】
　ステップＳ２４２では、制御部６１０が、受信した制御テーブルを記憶部６２０に記憶
させる。これにより、記憶部６２０には、制御テーブルＭＤ２００が記憶される。そして
、制御テーブル送信処理における映像表示装置６００の処理は終了する。
【０２２６】
　（制御テーブルの変更）
　通信端末装置５００が、記憶している制御テーブルは、前述したサイレンモードの設定
等により、「状態」の項目が変更される。制御テーブルが変更された場合、制御部５１０
は、変更された「状態」の情報（以下、状態変化情報ともいう）のみを、映像表示装置６
００へ送信する。
【０２２７】
　映像表示装置６００では、制御部６１０が、状態変化情報を受信すると、受信した状態
変化情報に基づいて、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルを変更する。
【０２２８】
　ここで、通信端末装置５００が、サイレンモードに設定されたとする。この場合、制御
部６１０が受信する状態変化情報は、図１３の制御テーブルＭＤ２００において、制御番
号ＣＴ１，ＣＴ２，ＣＴ６の各々に対応する状態が、「許可」から「不許可」に変更され
たことを示す情報となる。また、記憶部６２０には、制御テーブルＭＤ２００が記憶され
ているとする。
【０２２９】
　この場合、制御部６１０は、制御テーブルＭＤ２００において、制御番号ＣＴ１，ＣＴ
２，ＣＴ６の各々に対応する状態を、「許可」から「不許可」に変更する。以上のように
、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルは変更される。
【０２３０】
　なお、通信端末装置５００をユーザが操作している場合、制御テーブルにおいて、ユー
ザの操作を邪魔するような処理（以下、迷惑処理ともいう）の「状態」の項目が、自動的
に「許可」から「不許可」に変更されてもよい。迷惑処理は、たとえば、テロップ表示で
ある。なお、上記のユーザの操作により通信端末装置５００で行なわれる処理は、たとえ
ば、電子メールの作成処理、ＷＥＢサイトの閲覧処理、電話等である。制御テーブルが変
更された場合、前述したように、制御部５１０は、変更された「状態」の情報のみを、映
像表示装置６００へ送信する。
【０２３１】
　（通話中の処理）
　次に、通信端末装置５００が他の装置（たとえば、携帯電話）と通話中である場合に行
なわれる処理（以下、通話中処理ともいう）について説明する。以下においては、通話中
処理において、通信端末装置５００が行なう処理を、通話中処理Ｍともいう。また、通話
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中処理において、映像表示装置６００が行なう処理を、通話中処理Ｔともいう。通話中処
理Ｍおよび通話中処理Ｔの各々は、他の処理とは独立して行なわれる処理である。
【０２３２】
　図１５は、通話中処理Ｍおよび通話中処理Ｔのフローチャートである。図１５を参照し
て、通信端末装置５００が行なう通話中処理Ｍでは、ステップＳ３１１の処理が行なわれ
る。
【０２３３】
　ステップＳ３１１では、制御部５１０が、自装置が通話中であるか否かを判定する。ス
テップＳ３１１において、ＹＥＳならば、ステップＳ３１２に進む。一方、ステップＳ３
１１において、ＮＯならば、再度、ステップＳ３１１の処理が行なわれる。ここでは、通
信端末装置５００が通話中であるとして、ステップＳ３１２に進む。
【０２３４】
　ステップＳ３１２では、制御部５１０が、無線データ通信機能により、通話中報知情報
Ｍを、映像表示装置６００へ送信する。通話中報知情報Ｍは、通信端末装置５００が通話
中である旨を報知するための情報である。なお、送信される通話中報知情報Ｍには、当該
通話中報知情報Ｍを送信した装置の装置ＩＤ（たとえば、“０９０１１１０００”）が含
まれる。そして、ステップＳ３１２の処理は終了する。
【０２３５】
　映像表示装置６００が行なう通話中処理Ｔでは、まず、ステップＳ３４１の処理が行な
われる。
【０２３６】
　ステップＳ３４１では、制御部６１０が、通話中報知情報Ｍを受信したか否かを判定す
る。ステップＳ３４１において、ＹＥＳならば、ステップＳ３４２に進む。一方、ステッ
プＳ３４１において、ＮＯならば、後述するステップＳ３４３に進む。ここで、装置ＩＤ
“０９０１１１０００”を含む通話中報知情報Ｍを受信したとして、ステップＳ３４２に
進む。
【０２３７】
　ステップＳ３４２では、制御部６１０が、受信した通話中報知情報Ｍを記憶部６２０に
記憶させる。なお、受信した通話中報知情報Ｍに含まれる装置ＩＤを含む通話中報知情報
Ｍが、既に記憶部６２０に記憶されている場合は、通話中報知情報Ｍを記憶させる処理は
行なわれない。そして、ステップＳ３４２の処理は終了する。
【０２３８】
　通信端末装置５００が行なうで通話中処理Ｍでは、ステップＳ３１２の処理の後、ステ
ップＳ３１３に進む。
【０２３９】
　ステップＳ３１３では、制御部５１０が、通話が終了したか否かを判定する。ステップ
Ｓ３１３において、ＹＥＳならば、ステップＳ３１４に進む。一方、ステップＳ３１３に
おいて、ＮＯならば、再度、ステップＳ３１３の処理が行なわれる。ここでは、通話が終
了したとして、ステップＳ３１４に進む。
【０２４０】
　ステップＳ３１４では、制御部５１０が、無線データ通信機能により、通話終了報知情
報Ｍを、映像表示装置６００へ送信する。通話終了報知情報Ｍは、通信端末装置５００の
通話が終了した旨を報知するための情報である。なお、送信される通話終了報知情報Ｍに
は、当該通話終了報知情報Ｍを送信した装置の装置ＩＤ（たとえば、“０９０１１１００
０”）が含まれる。そして、ステップＳ３１４の処理は終了し、再度、ステップＳ３１１
の処理が行なわれる。
【０２４１】
　映像表示装置６００が行なう通話中処理Ｔでは、ステップＳ３４２の処理の後、ステッ
プＳ３４３に進む。
【０２４２】
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　ステップＳ３４３では、制御部６１０が、通話終了報知情報Ｍを受信したか否かを判定
する。ステップＳ３４３において、ＹＥＳならば、ステップＳ３４４に進む。一方、ステ
ップＳ３４３において、ＮＯならば、再度、ステップＳ３４１の処理が行なわれる。ここ
では、装置ＩＤ“０９０１１１０００”を含む通話終了報知情報Ｍを受信したとして、ス
テップＳ３４４に進む。
【０２４３】
　ステップＳ３４４では、通話終了報知情報Ｍ削除処理が行なわれる。通話終了報知情報
Ｍ削除処理では、制御部６１０が、受信した通話終了報知情報Ｍに含まれる装置ＩＤを含
む通話中報知情報Ｍが記憶部６２０に記憶されている場合、当該通話中報知情報Ｍを削除
する。なお、受信した通話終了報知情報Ｍに含まれる装置ＩＤを含む通話中報知情報Ｍが
記憶部６２０に記憶されていない場合、通話中報知情報Ｍの削除の処理は行なわれない。
そして、再度、ステップＳ３４１の処理が行なわれる。
【０２４４】
　なお、通信端末装置５００に電話がかかってきた場合、通信端末装置５００が、自動的
に、たとえば、映像表示装置６００から出力される音声を消音するための処理、映像表示
装置６００で再生されているコンテンツを一時停止させるための処理等を行なってもよい
。
【０２４５】
　（動作状態に応じた制御）
　次に、映像表示装置６００が、自装置（映像表示装置６００）の動作状態に応じて、通
信端末装置５００を制御するための処理（以下、装置制御処理ともいう）について説明す
る。以下においては、装置制御処理において、通信端末装置５００が行なう処理を、装置
制御処理Ｍともいう。また、装置制御処理において、映像表示装置６００が行なう処理を
、装置制御処理Ｔともいう。装置制御処理Ｍおよび装置制御処理Ｔの各々は、他の処理と
は独立して行なわれる処理である。ここで、映像表示装置６００は、待機モードであると
する。また、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００
が記憶されているとする。
【０２４６】
　図１６は、装置制御処理Ｍおよび装置制御処理Ｔのフローチャートである。図１６を参
照して、映像表示装置６００が行なう装置制御処理Ｔでは、まず、ステップＳ４４１の処
理が行なわれる。
【０２４７】
　ステップＳ４４１では、状態判定処理Ｔが行なわれる。状態判定処理Ｔでは、制御部６
１０が、自装置（映像表示装置６００）の動作状態を判定する。ここでは、制御部６１０
は、自装置（映像表示装置６００）の動作状態が、待機モードであると判定する。そして
ステップＳ４４２に進む。
【０２４８】
　ステップＳ４４２では、制御部６１０が、記憶部６２０に記憶されている制御テーブル
に記載される装置ＩＤにより特定（識別）される通信端末装置５００が通話中であるか否
かを判定する。具体的には、制御部６１０が、制御テーブルに記載される装置ＩＤを含む
通話中報知情報Ｍが、図１５のステップＳ３４２の処理により、記憶部６２０に記憶され
ているか否かを判定する。ステップＳ４４２において、ＹＥＳならば、この装置制御処理
Ｔは終了する。一方、ステップＳ４４２において、ＮＯならば、ステップＳ４４３に進む
。
【０２４９】
　ここで、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルは、図１３の制御テーブルＭＤ２
００であるとする。また、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１
０００”を含む通話中報知情報Ｍが、記憶部６２０に記憶されてないとする。すなわち、
制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１０００”により特定（識別
）される通信端末装置５００が通話中でないとする。この場合、ステップＳ４４２におい
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て、ＮＯと判定されて、ステップＳ４４３に進む。
【０２５０】
　ステップＳ４４３では、制御データ送信処理が行なわれる。制御データ送信処理では、
制御部６１０が、判定された動作状態に応じた制御データを、記憶部６２０に記憶されて
いる制御テーブルに記載される装置ＩＤにより特定（識別）される通信端末装置５００へ
送信する。ここで、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルは、図１３の制御テーブ
ルＭＤ２００であるとする。
【０２５１】
　ここで、送信される制御データは、制御テーブルＭＤ２００において、「許可」となっ
ている処理に基づいて生成されるデータである。送信される制御データは、以下の制御デ
ータＴＤ３００であるとする。そして、ステップＳ４４３の処理は終了し、この装置制御
処理Ｔは終了する。
【０２５２】
　図１７は、一例としての制御データＴＤ３００を示す図である。図１７を参照して、制
御データＴＤ３００において、「装置ＩＤ」とは、制御データＴＤ３００の送信先の装置
のＩＤである。「制御番号」は、図１３で説明したので詳細な説明は繰り返さない。
【０２５３】
　「指定処理」とは、制御テーブル（たとえば、制御テーブルＭＤ２００）の制御番号に
対応する処理のうち、少なくとも１つの処理である。たとえば、制御番号“ＣＴ１”に対
応する「メロディ２」は、制御テーブルＭＤ２００の制御番号“ＣＴ１”に対応するメロ
ディ１～２５のうちの１つである。
【０２５４】
　「パラメータ」とは、対応する「指定処理」が必要な場合に記述される。たとえば、「
指定処理」が「テロップ表示」の場合、対応するパラ－メータが、「電源オン」である場
合、映像表示装置６００を待機モードから通常モードに移行させるためのボタンが、通信
端末装置５００の表示部５３０に表示される。
【０２５５】
　再び、図１６を参照して、通信端末装置５００が行なう装置制御処理Ｍでは、まず、ス
テップＳ４１１の処理が行なわれる。
【０２５６】
　ステップＳ４１１では、制御部５１０が、自装置宛の制御データを受信したか否かを判
定する。自装置宛の制御データとは、当該制御データに自装置の装置ＩＤが記載されてい
るデータである。ステップＳ４１１において、ＹＥＳならば、ステップＳ４１２に進む。
一方、ステップＳ４１１において、ＮＯならば、再度、ステップＳ４１１の処理が行なわ
れる。ここでは、制御データＴＤ３００を受信したとして、ステップＳ４１２に進む。
【０２５７】
　ステップＳ４１２では、制御部５１０が、受信した制御データを、記憶部５２０に記憶
させる。この処理により、記憶部５２０には、制御データＴＤ３００が記憶されるとする
。そして、ステップＳ４１４に進む。
【０２５８】
　ステップＳ４１４では、制御データ対応処理Ｍが行なわれる。制御データ対応処理Ｍで
は、受信した制御データに対応した処理が行なわれる。
【０２５９】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００であるとする。この場合、制御
データ対応処理Ｍでは、制御部５１０が、音声出力処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ表
示処理Ｍを、同時に行なう。なお、音声出力処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ表示処理
Ｍは、同時に行なわれなくてもよい。
【０２６０】
　音声出力処理Ｍでは、制御部５１０が、記憶部５２０に記憶されているメロディ２デー
タを、音声出力部５７２へ送信する。メロディ２データは、制御データＴＤ３００におい
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て、制御番号ＣＴ１に対応するデータである。メロディ２データは、メロディ２に基づく
音声のデータである。音声出力部５７２は、メロディ２データを受信すると、メロディ２
データに基づく音声を、音声出力部５７２に含まれるスピーカーから出力する。
【０２６１】
　発光処理Ｍでは、制御部５１０が、記憶部５２０に記憶されている赤発行１データを、
ＬＥＤ５７６へ送信する。赤発行１データは、制御データＴＤ３００において、制御番号
ＣＴ４に対応するデータである。赤発行１データは、赤の光を、所定のパターンで発光す
るためのデータである。ＬＥＤ５７６は、赤発行１データを受信すると、赤発行１データ
に基づくパターンで、赤の光を発光する。
【０２６２】
　テロップ表示処理Ｍは、制御部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、以下のテロップ画
像ＭＧ２１０を、現在表示部５３０に表示されている端末画像の前面に表示させた報知画
像ＭＧ２００を、表示部５３０に表示させる。ここで、端末画像は、たとえば、表示部５
３０において、電子メールを閲覧中であれば、電子メールの文章が表示された画像となる
。以上により、装置制御処理Ｍの処理は終了する。
【０２６３】
　図１８は、一例としての報知画像ＭＧ２００を示す図である。図１８を参照して、報知
画像ＭＧ２００には、端末画像の前面にテロップ画像ＭＧ２１０が配置される。
【０２６４】
　テロップ画像ＭＧ２１０には、映像表示装置の電源をオンするか否かを問合せる旨のメ
ッセージが表示される。また、テロップ画像ＭＧ２１０には、ボタン画像ＭＢＧ２１６が
配置される。ボタン画像ＭＢＧ２１６は、押下処理されることにより、電源リモコン信号
を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。
【０２６５】
　次に、待機モードの映像表示装置６００を、通常モードに移行させるための処理につい
て説明する。ここで、通信端末装置５００の表示部５３０には、図１８の報知画像ＭＧ２
００が表示されているとする。
【０２６６】
　再び、図１２を参照して、通信端末装置５００が行なう操作判定処理Ｍにおいて、ステ
ップＳ１０では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。
ここでは、図１８のボタン画像ＭＢＧ２１６を押下するための制御操作があったとして、
ステップＳ１２に進む。
【０２６７】
　ステップＳ１２では、制御部５１０が、制御信号としての電源リモコン信号を、映像表
示装置６００へ送信する。
【０２６８】
　映像表示装置６００が行なう制御信号対応処理Ｔにおいて、ステップＳ２０では、前述
したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここでは、制御信号と
しての電源リモコン信号を受信したとして、ステップＳ２２に進む。
【０２６９】
　ステップＳ２２では、制御信号対応処理が行なわれる。ここでは、制御信号対応処理に
おいて、制御部６１０が、前述の画像表示電源をオンにさせ、映像表示装置６００を通常
モードに設定する。これにより、表示部６３０に画像が表示可能となる。
【０２７０】
　以上の処理が行なわれることにより、通信端末装置５００が通話中である場合、制御デ
ータは、通信端末装置５００へ送信されない。そのため、通信端末装置５００が通話中で
ある場合、通信端末装置５００において、前述したような、制御データ対応処理Ｍが行な
われことはない。したがって、通信端末装置５００のユーザの通話を中断させてしまうこ
とを防ぐことができるという効果を奏する。
【０２７１】
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　（コンテンツ表示中の処理）
　次に、映像表示装置６００の表示部６３０において、コンテンツを表示している場合の
処理について説明する。以下においては、表示部６３０に表示されているコンテンツを表
示コンテンツともいう。表示コンテンツは、図９の処理により登録した、サービスサーバ
８００Ａが提供するサービスサイトからストリーミング配信されるコンテンツであるとす
る。なお、表示コンテンツは、放送信号に基づく画像（以下、ＴＶ画像ともいう）であっ
てもよい。
【０２７２】
　ここで、表示コンテンツには、当該表示コンテンツに関連する情報（以下、コンテンツ
関連情報ともいう）が含まれるとする。なお、表示コンテンツは、たとえば、サッカーの
試合の番組であるとする。この場合、コンテンツ関連情報は、たとえば、サッカーの試合
の出場選手のプロフィールであるとする。なお、コンテンツ関連情報は、表示コンテンツ
の表示中に、サービスサーバ８００Ａから映像表示装置６００へ配信される情報（プッシ
ュ情報）であってもよい。なお、コンテンツ関連情報は、たとえば、同時刻の他のチャン
ネルの番組の情報、お勧め番組の情報等であってもよい。
【０２７３】
　また、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００が記
憶されているとする。
【０２７４】
　再び、図１６を参照して、ステップＳ４４１では、前述したように、状態判定処理Ｔが
行なわれる。状態判定処理Ｔでは、制御部６１０が、自装置（映像表示装置６００）の動
作状態を判定する。ここでは、制御部６１０は、自装置（映像表示装置６００）の動作状
態は、コンテンツ関連情報を含む表示コンテンツを、表示部６３０が表示している状態で
あると判定する。
【０２７５】
　ステップＳ４４２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。ここでは、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１０００
”により特定（識別）される通信端末装置５００が通話中でないとする。この場合、ステ
ップＳ４４２において、ＮＯと判定されて、ステップＳ４４３に進む。
【０２７６】
　ステップＳ４４３では、前述したのと同様に、制御部６１０が、判定された動作状態に
応じた制御データを、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルに記載される装置ＩＤ
により特定（識別）される通信端末装置５００へ送信する。この処理により、送信される
制御データは、以下の制御データＴＤ３００Ａであるとする。
【０２７７】
　図１９は、一例としての制御データＴＤ３００Ａを示す図である。図１９を参照して、
制御データＴＤ３００Ａの各項目は、図１７の制御データＴＤ３００で説明したのと同様
なので詳細な説明は繰り返さない。制御データＴＤ３００Ａにおいて、「テロップ表示」
に対応するパラメータが「関連情報」である場合、コンテンツ関連情報を表示させるため
のボタンが通信端末装置５００の表示部５３０に表示される。
【０２７８】
　再び、図１６を参照して、通信端末装置５００が行なう装置制御処理ＭのステップＳ４
１１では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここで
は、制御データＴＤ３００Ａを受信したとして、ステップＳ４１２に進む。
【０２７９】
　ステップＳ４１２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。この処理により、制御データＴＤ３００Ａが記憶されるとする。
【０２８０】
　ステップＳ４１４では、前述したように、制御データ対応処理Ｍが行なわれる。制御デ
ータ対応処理Ｍでは、受信した制御データに対応した処理が行なわれる。
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【０２８１】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００Ａであるとする。この場合、制
御データ対応処理Ｍでは、制御部５１０が、音声出力処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ
表示処理ＭＡを、同時に行なう。なお、音声出力処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ表示
処理ＭＡは、同時に行なわれなくてもよい。
【０２８２】
　音声出力処理Ｍおよび発光処理Ｍは、前述したのと同様なので詳細な説明は繰り返さな
い。
【０２８３】
　テロップ表示処理ＭＡでは、制御部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、以下のテロッ
プ画像ＭＧ２１０Ａを、現在表示部５３０に表示されている端末画像の前面に表示させた
報知画像ＭＧ２００Ａを、表示部５３０に表示させる。
【０２８４】
　図２０は、一例としての報知画像ＭＧ２００Ａを示す図である。図２０を参照して、報
知画像ＭＧ２００Ａには、端末画像の前面にテロップ画像ＭＧ２１０Ａが配置される。
【０２８５】
　テロップ画像ＭＧ２１０Ａには、関連情報を表示するか否かを問合せる旨のメッセージ
が表示される。また、テロップ画像ＭＧ２１０Ａには、ボタン画像ＭＢＧ２１６Ａが配置
される。ボタン画像ＭＢＧ２１６Ａは、押下処理されることにより、関連情報表示リモコ
ン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。関連情報表示リモコ
ン信号は、コンテンツ関連情報を、表示部５３０に表示させるためのリモコン信号である
。
【０２８６】
　次に、コンテンツ関連情報を、表示部５３０に表示させるための処理について説明する
。ここで、通信端末装置５００の表示部５３０には、図２０の報知画像ＭＧ２００Ａが表
示されているとする。
【０２８７】
　再び、図１２を参照して、通信端末装置５００が行なう操作判定処理Ｍにおいて、ステ
ップＳ１０では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。
ここでは、図１８のボタン画像ＭＢＧ２１６Ａを押下するための制御操作があったとして
、ステップＳ１２に進む。
【０２８８】
　ステップＳ１２では、制御部５１０が、制御信号としての関連情報表示リモコン信号を
、映像表示装置６００へ送信する。
【０２８９】
　映像表示装置６００が行なう制御信号対応処理Ｔにおいて、ステップＳ２０では、前述
したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここでは、制御信号と
しての関連情報表示リモコン信号を受信したとして、ステップＳ２２に進む。
【０２９０】
　ステップＳ２２では、制御信号対応処理が行なわれる。ここでは、制御信号対応処理に
おいて、制御部６１０が、コンテンツ関連情報を通信端末装置５００へ送信する。
【０２９１】
　通信端末装置５００では、制御部５１０がコンテンツ関連情報を受信する。そして、制
御部５１０は、ＶＤＰ５３２を利用して、コンテンツ関連情報を表示させた関連情報表示
画像を、表示部５３０に表示させる。前述したように、コンテンツ関連情報は、サッカー
の試合の出場選手のプロフィールであるとする。
【０２９２】
　以上の処理が行なわれることにより、映像表示装置６００に表示されている表示コンテ
ンツの関連情報がある場合、映像表示装置６００の表示部６３０に、関連情報がある旨の
表示等を行なう必要がない。そのため、ユーザによる表示コンテンツの視聴を妨げること
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を防ぐことができるという効果を奏する。
【０２９３】
　また、映像表示装置６００に表示されている表示コンテンツの関連情報がある場合、通
信端末装置５００において、音、光等で報知することができる。したがって、通信端末装
置５００のユーザといった特定のユーザに、表示コンテンツの関連情報があることを容易
に知らせることができるという効果を奏する。
【０２９４】
　また、映像表示装置６００に表示コンテンツを表示させた状態で、別の装置である通信
端末装置５００で、表示コンテンツの関連情報（コンテンツ関連情報）を参照することが
できる。したがって、コンテンツの見易さを損ねることなく、通信端末装置５００におい
て関連情報を参照することができるという効果を奏する。
【０２９５】
　以上により、コンテンツの見易さを損ねることなく、通信端末装置５００において多種
多様な処理を行なうことができるという効果を奏する。
【０２９６】
　（タイマー処理）
　ここで、映像表示装置６００は、所定時刻に、所定のチャンネルの番組を表示するタイ
マー処理を行なうとする。タイマー処理は、プログラム１８０Ａに含まれるタイマープロ
グラムの実行により行なわれる。
【０２９７】
　次に、映像表示装置６００が行なうタイマー処理により、所定時刻に、所定のチャンネ
ルの番組を表示する場合の処理について説明する。
【０２９８】
　具体的には、タイマープログラムにより、待機モードの映像表示装置６００が、所定時
刻（たとえば、午前６時）に通常モードに移行し、所定のチャンネル番号（たとえば、“
３”）の番組を表示するように、ユーザにより設定されている状況の処理について説明す
る。当該状況は、ユーザが、たとえば、所定時刻に、所望のチャンネルの番組を視聴する
ために予約設定をしている状況である。
【０２９９】
　また、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００が記
憶されているとする。
【０３００】
　再び、図１６を参照して、ステップＳ４４１では、前述したように、状態判定処理Ｔが
行なわれる。状態判定処理Ｔでは、制御部６１０が、自装置（映像表示装置６００）の動
作状態を判定する。ここで、現在の時刻が、タイマープログラムにより設定された所定時
刻（たとえば、午前６時）になったとする。この場合、制御部６１０は、自装置（映像表
示装置６００）の動作状態は、タイマー処理による通常モード移行状態と判定する。
【０３０１】
　ステップＳ４４２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。ここでは、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１０００
”により特定（識別）される通信端末装置５００が通話中でないとする。この場合、ステ
ップＳ４４２において、ＮＯと判定されて、ステップＳ４４３に進む。
【０３０２】
　ステップＳ４４３では、前述したのと同様に、制御部６１０が、判定された動作状態に
応じた制御データを、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルに記載される装置ＩＤ
により特定（識別）される通信端末装置５００へ送信する。この処理により、送信される
制御データは、以下の制御データＴＤ３００Ｂであるとする。
【０３０３】
　図２１は、一例としての制御データＴＤ３００Ｂを示す図である。図２１を参照して、
制御データＴＤ３００Ｂの各項目は、図１７の制御データＴＤ３００で説明したのと同様
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なので詳細な説明は繰り返さない。制御データＴＤ３００Ｂにおいて、「テロップ表示」
に対応するパラメータが「タイマー通常モード移行」である場合、映像表示装置６００を
待機モードから通常モードに移行させるためのボタンが、通信端末装置５００の表示部５
３０に表示される。
【０３０４】
　再び、図１６を参照して、通信端末装置５００が行なう装置制御処理ＭのステップＳ４
１１では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここで
は、制御データＴＤ３００Ｂを受信したとして、ステップＳ４１２に進む。
【０３０５】
　ステップＳ４１２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。この処理により、制御データＴＤ３００Ｂが記憶されるとする。
【０３０６】
　ステップＳ４１４では、前述したように、制御データ対応処理Ｍが行なわれる。制御デ
ータ対応処理Ｍでは、受信した制御データに対応した処理が行なわれる。
【０３０７】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００Ｂであるとする。この場合、制
御データ対応処理Ｍでは、制御部５１０が、音声出力処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ
表示処理ＭＢを、同時に行なう。なお、音声出力処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ表示
処理ＭＢは、同時に行なわれなくてもよい。
【０３０８】
　音声出力処理Ｍおよび発光処理Ｍは、前述したのと同様なので詳細な説明は繰り返さな
い。
【０３０９】
　テロップ表示処理ＭＢでは、制御部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、以下のテロッ
プ画像ＭＧ２１０Ｂを、現在表示部５３０に表示されている端末画像の前面に表示させた
報知画像ＭＧ２００Ｂを、表示部５３０に表示させる。
【０３１０】
　図２２は、一例としての報知画像ＭＧ２００Ｂを示す図である。図２２を参照して、報
知画像ＭＧ２００Ｂには、端末画像の前面にテロップ画像ＭＧ２１０Ｂが配置される。
【０３１１】
　テロップ画像ＭＧ２１０Ｂには、設定された時刻になった旨のメッセージと、映像表示
装置の電源をオンするか否かを問合せる旨のメッセージとが表示される。また、テロップ
画像ＭＧ２１０Ｂには、ボタン画像ＭＢＧ２１６Ｂが配置される。ボタン画像ＭＢＧ２１
６Ｂは、押下処理されることにより、設定チャネル表示電源リモコン信号を、映像表示装
置６００へ送信するためのボタン画像である。設定チャネル表示電源リモコン信号は、映
像表示装置６００を、通常モードに設定し、設定したチャネルを映像表示装置６００で表
示するためのリモコン信号である。
【０３１２】
　次に、待機モードの映像表示装置６００を、通常モードに移行させるための処理につい
て説明する。ここで、通信端末装置５００の表示部５３０には、図２２の報知画像ＭＧ２
００Ｂが表示されているとする。
【０３１３】
　再び、図１２を参照して、通信端末装置５００が行なう操作判定処理Ｍにおいて、ステ
ップＳ１０では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。
ここでは、図２２のボタン画像ＭＢＧ２１６Ｂを押下するための制御操作があったとして
、ステップＳ１２に進む。
【０３１４】
　ステップＳ１２では、制御部５１０が、制御信号としての設定チャネル表示電源リモコ
ン信号を、映像表示装置６００へ送信する。
【０３１５】
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　映像表示装置６００が行なう制御信号対応処理Ｔにおいて、ステップＳ２０では、前述
したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここでは、制御信号と
しての設定チャネル表示電源リモコン信号を受信したとして、ステップＳ２２に進む。
【０３１６】
　ステップＳ２２では、制御信号対応処理が行なわれる。ここでは、制御信号対応処理に
おいて、制御部６１０が、前述の画像表示電源をオンにさせ、映像表示装置６００を通常
モードに設定する。そして、制御部６１０が、チューナ５０５に、設定されたチャンネル
の番組を表示させるため指示を送る。これにより、表示部６３０に、設定されたチャンネ
ルの番組の画像が表示される。
【０３１７】
　以上の処理が行なわれることにより、通信端末装置５００が、映像表示装置６００の近
傍にない場合は、映像表示装置６００は、自動的に通常モードに移行することはない。す
なわち、通信端末装置５００のユーザが、映像表示装置６００の近傍にない場合は、映像
表示装置６００は、自動的に通常モードに移行することはない。したがって、ユーザが、
タイマー設定したことを忘れており、設定した時刻に映像表示装置６００の近傍にいなく
ても、映像表示装置６００は、テレビ等で行なわれる従来の視聴予約のように、自動的に
通常モードに移行することはない。そのため、映像表示装置６００の無駄な電力の消費を
防ぐことができるという効果を奏する。
【０３１８】
　以上のように、映像表示装置６００が、自装置のプログラムで動作する場合においても
、本発明は適用可能である。
【０３１９】
　（コンテンツ表示中の処理の他の例１）
　次に、映像表示装置６００の表示部６３０において、コンテンツを表示している場合の
他の例の処理について説明する。以下においては、表示部６３０に表示されているコンテ
ンツを表示コンテンツともいう。表示コンテンツは、放送信号に基づく画像（以下、ＴＶ
画像ともいう）であるとする。なお、表示コンテンツは、図９の処理により登録した、サ
ービスサーバ８００Ａが提供するサービスサイトからストリーミング配信されるコンテン
ツであってもよい。
【０３２０】
　ここで、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１０のユーザデータＴＤ５０が記
憶されているとする。また、映像表示装置６００は、事前に、ネットワーク７０と通信す
ることにより、ＥＰＧデータを取得し、取得したＥＰＧデータを、記憶部６２０に記憶さ
せているとする。記憶部６２０に記憶されているＥＰＧデータは、以下のＥＰＧデータＴ
Ｄ４００であるとする。
【０３２１】
　図２３は、一例としてのＥＰＧデータＴＤ４００を示す図である。図２３を参照して、
ＥＰＧデータＴＤ４００は、たとえば、１日分の複数の番組情報データから構成される。
「番号」とは、複数の番組情報データを特定するための番号である。「ＩＤ番号」とは、
番組を識別するための番号である。「チャンネル番号」とは、放送局に割り当てられてい
るチャンネル番号である。「放送局コード」とは、放送局に割り当てられているコード番
号である。「放送局名」とは、放送局の名称である。
【０３２２】
　「タイトル」とは、対応する番組のタイトルを示す。「開始日時」とは、対応する番組
の放送開始日時を示す。「終了日時」とは、対応する番組の放送終了日時を示す。「ジャ
ンル」とは、対応する番組のジャンルを示す。「出演者」とは、対応する番組の主な出演
者である。「番組内容」とは、対応する番組の簡単な内容を示す。なお、ＥＰＧデータＴ
Ｄ４００には、さらに、「音声情報」が含まれてもよい。「音声情報」とは、対応する番
組の音声が、ステレオおよびモノラルのいずれであるかを示す情報である。
【０３２３】
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　また、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００が記
憶されているとする。
【０３２４】
　再び、図１６を参照して、ステップＳ４４１では、前述したように、状態判定処理Ｔが
行なわれる。状態判定処理Ｔでは、制御部６１０が、自装置（映像表示装置６００）の動
作状態を判定する。ここで、通信端末装置５００のユーザは、通信端末装置５００を映像
表示装置６００のリモコンとして操作することにより、ザッピングを行なっているとする
。ザッピングとは、短時間（たとえば、１分）において、チャンネルを頻繁に変えること
である。すなわち、通信端末装置５００のユーザは、ザッピングにより、同一時刻に放送
されている複数の番組を確認しているとする。
【０３２５】
　この場合、制御部６１０は、自装置（映像表示装置６００）の動作状態は、ザッピング
状態であると判定する。
【０３２６】
　ステップＳ４４２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。ここでは、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１０００
”により特定（識別）される通信端末装置５００が通話中でないとする。この場合、ステ
ップＳ４４２において、ＮＯと判定されて、ステップＳ４４３に進む。
【０３２７】
　ステップＳ４４３では、前述したのと同様に、制御部６１０が、判定された動作状態に
応じた制御データを、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルに記載される装置ＩＤ
により特定（識別）される通信端末装置５００へ送信する。
【０３２８】
　ステップＳ４４３の処理では、ステップＳ４４１の状態判定処理Ｔにより判定された状
態が、ザッピング状態である場合、制御データが送信される前に、嗜好コンテンツ判定処
理が行なわれる。以下においては、前述した嗜好キーワードを含むタイトルの番組を嗜好
番組ともいう。すなわち、嗜好番組は、ユーザの嗜好にあった番組である。ここで、嗜好
コンテンツ判定処理において、記憶部６２０に記憶されている、図１０のユーザデータＴ
Ｄ５０が使用されるとする。この場合、嗜好キーワードは、「サッカー」、「野球」、「
お笑い」である。
【０３２９】
　嗜好コンテンツ判定処理では、制御部６１０が、現時点で放送されている複数の番組の
うち、ユーザデータＴＤ５０が示す嗜好キーワードを含む嗜好番組のチャンネル番号を、
図２３のＥＰＧデータＴＤ４００により判定する。判定されたチャンネル番号は、一例と
して、“３”、“７”であるとする。そして、制御部６１０は、以下の制御データＴＤ３
００Ｃを生成する。
【０３３０】
　この場合、ステップＳ４４３の処理により、送信される制御データは、以下の制御デー
タＴＤ３００Ｃとなる。
【０３３１】
　図２４は、一例としての制御データＴＤ３００Ｃを示す図である。図２４を参照して、
制御データＴＤ３００Ｃの各項目は、図１７の制御データＴＤ３００で説明したのと同様
なので詳細な説明は繰り返さない。制御データＴＤ３００Ｃにおいて、「バイブ２」は、
図１３の制御テーブルＭＤ２００の制御番号“ＣＴ３”に対応するバイブ１～５のうちの
１つである。「バイブ２」に対応するパラメータが、「３，７ボタン押下時」である場合
、通信端末装置５００の数字ボタン群５４６に含まれる、３ボタンまたは７ボタンが押下
された場合。振動部５７９が、「バイブ２」のパターンに応じた振動を行なう。この処理
により、通信端末装置５００が振動する。
【０３３２】
　ここで、数字ボタン群５４６に含まれる、３ボタンおよび７ボタンは、リモコンモード
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の通信端末装置５００において押下されると、それぞれ、チャンネル番号“３”および“
７”の番組を表示させるためのリモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボ
タンであるとする。
【０３３３】
　再び、図１６を参照して、通信端末装置５００が行なう装置制御処理ＭのステップＳ４
１１では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここで
は、制御データＴＤ３００Ｃを受信したとして、ステップＳ４１２に進む。
【０３３４】
　ステップＳ４１２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。この処理により、制御データＴＤ３００Ｃが記憶されるとする。
【０３３５】
　ステップＳ４１４では、前述したように、制御データ対応処理Ｍが行なわれる。制御デ
ータ対応処理Ｍでは、受信した制御データに対応した処理が行なわれる。
【０３３６】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００Ｃであるとする。この場合、制
御データ対応処理Ｍでは、数字ボタン群５４６に含まれる、３ボタンおよび７ボタンが押
下された場合、振動処理Ｍが行なわれる。
【０３３７】
　振動処理Ｍでは、制御部５１０が、記憶部５２０に記憶されているバイブ２データを、
振動部５７９へ送信する。バイブ２データは、制御データＴＤ３００Ｃにおいて、制御番
号ＣＴ３に対応するデータである。バイブ２データは、振動部５７９を、所定のパターン
で振動させるためのデータである。なお、通信端末装置５００は、振動部５７９の振動に
応じて振動する。振動部５７９は、バイブ２データを受信すると、バイブ２データに基づ
くパターンで通信端末装置５００を振動させる。
【０３３８】
　なお、３ボタンが押下された場合、図１２のステップＳ１２の処理により、チャンネル
番号“３”の番組を表示させるためのリモコン信号が、映像表示装置６００に送信される
。
【０３３９】
　映像表示装置６００は、当該リモコン信号を受信すると、表示部６３０に、チャンネル
番号“３”の番組（嗜好番組）を表示させる。
【０３４０】
　なお、７ボタンが押下された場合の処理は、上記の３ボタンが押下された場合の処理と
同様なので詳細な説明は繰り返さない。
【０３４１】
　以上の処理が行なわれることにより、ユーザがザッピングを行なっている場合、ある特
定のボタンを押下したときに、通信端末装置５００が振動することで、押下したボタンに
基づくリモコン信号により、映像表示装置６００に表示される番組（コンテンツ）が、嗜
好番組であることを認識することができる。
【０３４２】
　すなわち、ザッピングを行なっている場合、嗜好番組を、ユーザーが迅速に探し出すこ
とができるという効果を奏する。
【０３４３】
　（コンテンツ表示中の処理の他の例２）
　次に、映像表示装置６００の表示部６３０において、コンテンツを表示している場合の
他の例の処理について説明する。以下においては、表示部６３０に表示されているコンテ
ンツを表示コンテンツともいう。表示コンテンツは、放送信号に基づく画像（以下、ＴＶ
画像ともいう）であるとする。なお、表示コンテンツは、図９の処理により登録した、サ
ービスサーバ８００Ａが提供するサービスサイトからストリーミング配信されるコンテン
ツであってもよい。
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【０３４４】
　ここで、表示コンテンツには、当該表示コンテンツに関連するコンテンツ関連情報が含
まれるとする。なお、表示コンテンツは、たとえば、サッカーの試合の番組であるとする
。コンテンツ関連情報には、表示コンテンツのタイトル名、たとえば、サッカーの試合の
出場選手のプロフィールが含まれるとする。
【０３４５】
　ここで、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１０のユーザデータＴＤ５０が記
憶されているとする。ここで、表示コンテンツのタイトル名は、ユーザデータＴＤ５０が
示す嗜好キーワード（たとえば、サッカー）を含むタイトルであるとする。以下において
は、嗜好キーワードを含むタイトルの表示コンテンツを、嗜好コンテンツともいう。
【０３４６】
　また、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００が記
憶されているとする。
【０３４７】
　再び、図１６を参照して、ステップＳ４４１では、前述したように、状態判定処理Ｔが
行なわれる。状態判定処理Ｔでは、制御部６１０が、自装置（映像表示装置６００）の動
作状態を判定する。ここでは、制御部６１０は、自装置（映像表示装置６００）の動作状
態は、嗜好コンテンツを、表示部６３０が表示している状態であると判定する。
【０３４８】
　ステップＳ４４２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。ここでは、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１０００
”により特定（識別）される通信端末装置５００が通話中でないとする。この場合、ステ
ップＳ４４２において、ＮＯと判定されて、ステップＳ４４３に進む。
【０３４９】
　ステップＳ４４３では、前述したのと同様に、制御部６１０が、判定された動作状態に
応じた制御データを、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルに記載される装置ＩＤ
により特定（識別）される通信端末装置５００へ送信する。この処理により、送信される
制御データは、以下の制御データＴＤ３００Ｄであるとする。
【０３５０】
　図２５は、一例としての制御データＴＤ３００Ｄを示す図である。図２５を参照して、
制御データＴＤ３００Ｄの各項目は、図１７の制御データＴＤ３００で説明したのと同様
なので詳細な説明は繰り返さない。制御データＴＤ３００Ｄにおいて、「テロップ表示」
に対応するパラメータが「嗜好コンテンツ表示中」である場合、嗜好コンテンツ表示中の
旨のメッセージが、通信端末装置５００の表示部５３０に表示される。
【０３５１】
　再び、図１６を参照して、通信端末装置５００が行なう装置制御処理ＭのステップＳ４
１１では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここで
は、制御データＴＤ３００Ｄを受信したとして、ステップＳ４１２に進む。
【０３５２】
　ステップＳ４１２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。この処理により、制御データＴＤ３００Ｄが記憶されるとする。
【０３５３】
　ステップＳ４１４では、前述したように、制御データ対応処理Ｍが行なわれる。制御デ
ータ対応処理Ｍでは、受信した制御データに対応した処理が行なわれる。
【０３５４】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００Ｄであるとする。この場合、制
御データ対応処理Ｍでは、制御部５１０が、音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍ、発光処理Ｍお
よびテロップ表示処理ＭＤを、同時に行なう。なお、音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍ、発光
処理Ｍおよびテロップ表示処理ＭＤは、同時に行なわれなくてもよい。
【０３５５】
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　音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍおよび発光処理Ｍは、前述したのと同様なので詳細な説明
は繰り返さない。
【０３５６】
　テロップ表示処理ＭＤでは、制御部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、以下のテロッ
プ画像ＭＧ２１０Ｄを、現在表示部５３０に表示されている端末画像の前面に表示させた
報知画像ＭＧ２００Ｄを、表示部５３０に表示させる。
【０３５７】
　図２６は、一例としての報知画像ＭＧ２００Ｄを示す図である。図２６を参照して、報
知画像ＭＧ２００Ｄには、端末画像の前面にテロップ画像ＭＧ２１０Ｄが配置される。
【０３５８】
　テロップ画像ＭＧ２１０Ｄには、あなたの嗜好に応じたコンテンツを表示中である旨の
メッセージが表示される。
【０３５９】
　以上の処理が行なわれることにより、映像表示装置６００に表示されるコンテンツが、
ユーザは、嗜好コンテンツであることを、迅速に、認識することができる。
【０３６０】
　（コンテンツ表示中の処理の他の例３）
　次に、映像表示装置６００が消音状態に設定された場合の処理について説明する。消音
状態とは、映像表示装置６００が音声を発生しない状態である。ここで、映像表示装置６
００の表示部６３０には、放送信号に基づく、コンテンツとしての番組が表示されている
とする。
【０３６１】
　また、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００が記
憶されているとする。ここで、ユーザによる通信端末装置５００の操作により、映像表示
装置６００は、消音状態に設定されているとする。
【０３６２】
　再び、図１６を参照して、ステップＳ４４１では、前述したように、状態判定処理Ｔが
行なわれる。状態判定処理Ｔでは、制御部６１０が、自装置（映像表示装置６００）の動
作状態を判定する。ここでは、制御部６１０は、自装置（映像表示装置６００）の動作状
態は、消音状態であると判定する。
【０３６３】
　ステップＳ４４２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。ここでは、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１０００
”により特定（識別）される通信端末装置５００が通話中でないとする。この場合、ステ
ップＳ４４２において、ＮＯと判定されて、ステップＳ４４３に進む。
【０３６４】
　ステップＳ４４３では、前述したのと同様に、制御部６１０が、判定された動作状態に
応じた制御データを、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルに記載される装置ＩＤ
により特定（識別）される通信端末装置５００へ送信する。この処理により、送信される
制御データは、以下の制御データＴＤ３００Ｅであるとする。
【０３６５】
　図２７は、一例としての制御データＴＤ３００Ｅを示す図である。図２７を参照して、
制御データＴＤ３００Ｅの各項目は、図１７の制御データＴＤ３００で説明したのと同様
なので詳細な説明は繰り返さない。制御データＴＤ３００Ｅにおいて、「スピーカー」は
、音声出力部５７０により音声を出力する処理を示す。なお、音声を出力するのは、音声
出力部５７２であってもよい。
【０３６６】
　また、制御データＴＤ３００Ｅにおいて、「テロップ表示」に対応するパラメータが「
消音状態」である場合、映像表示装置６００に表示されているコンテンツの音声を通信端
末装置５００から出力させるためのボタンが、通信端末装置５００の表示部５３０に表示
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される。
【０３６７】
　再び、図１６を参照して、通信端末装置５００が行なう装置制御処理ＭのステップＳ４
１１では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここで
は、制御データＴＤ３００Ｅを受信したとして、ステップＳ４１２に進む。
【０３６８】
　ステップＳ４１２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。この処理により、制御データＴＤ３００Ｅが記憶されるとする。
【０３６９】
　ステップＳ４１４では、前述したように、制御データ対応処理Ｍが行なわれる。制御デ
ータ対応処理Ｍでは、受信した制御データに対応した処理が行なわれる。
【０３７０】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００Ｅであるとする。この場合、制
御データ対応処理Ｍでは、制御部５１０が、振動処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ表示
処理ＭＥを、同時に行なう。なお、振動処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ表示処理ＭＥ
は、同時に行なわれなくてもよい。
【０３７１】
　振動処理Ｍおよび発光処理Ｍは、前述したのと同様なので詳細な説明は繰り返さない。
　テロップ表示処理ＭＥでは、制御部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、以下のテロッ
プ画像ＭＧ２１０Ｅを、現在表示部５３０に表示されている端末画像の前面に表示させた
報知画像ＭＧ２００Ｅを、表示部５３０に表示させる。
【０３７２】
　図２８は、一例としての報知画像ＭＧ２００Ｅを示す図である。図２８を参照して、報
知画像ＭＧ２００Ｅには、端末画像の前面にテロップ画像ＭＧ２１０Ｅが配置される。
【０３７３】
　テロップ画像ＭＧ２１０Ｅには、消音中のコンテンツの音声を通信端末装置から出力す
るか否かを問合せる旨のメッセージが表示される。また、テロップ画像ＭＧ２１０Ｅには
、ボタン画像ＭＢＧ２１６Ｅが配置される。ボタン画像ＭＢＧ２１６Ｅは、押下処理され
ることにより、コンテンツ音声出力信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン
画像である。コンテンツ音声出力信号は、映像表示装置６００に表示されているコンテン
ツの音声を、通信端末装置５００から出力させるためのリモコン信号である。
【０３７４】
　次に、映像表示装置６００に表示されているコンテンツの音声を、通信端末装置５００
から出力させるための処理について説明する。ここで、通信端末装置５００の表示部５３
０には、図２８の報知画像ＭＧ２００Ｅが表示されているとする。
【０３７５】
　再び、図１２を参照して、通信端末装置５００が行なう操作判定処理Ｍにおいて、ステ
ップＳ１０では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。
ここでは、図２８のボタン画像ＭＢＧ２１６Ｅを押下するための制御操作があったとして
、ステップＳ１２に進む。
【０３７６】
　ステップＳ１２では、制御部５１０が、制御信号としてのコンテンツ音声出力信号を、
映像表示装置６００へ送信する。
【０３７７】
　映像表示装置６００が行なう制御信号対応処理Ｔにおいて、ステップＳ２０では、前述
したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここでは、制御信号と
してのコンテンツ音声出力信号を受信したとして、ステップＳ２２に進む。
【０３７８】
　ステップＳ２２では、制御信号対応処理が行なわれる。ここでは、制御信号対応処理に
おいて、制御部６１０は、映像表示装置６００の表示部６３０に表示されているコンテン
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ツの音声データ（以下、表示コンテンツ音声データともいう）を、通信端末装置５００へ
送信する。
【０３７９】
　通信端末装置５００では、制御部５１０が、表示コンテンツ音声データを受信すると、
受信した表示コンテンツ音声データを、音声出力部５７０へ送信する。音声出力部５７０
は、表示コンテンツ音声データを受信すると、表示コンテンツ音声データに基づく音声を
、音声出力部５７０に含まれるスピーカーから出力する。
【０３８０】
　以上の処理が行なわれることにより、映像表示装置６００が消音状態に設定された場合
、通信端末装置５００のユーザは、映像表示装置６００の表示部６３０に表示されている
コンテンツの音声データを、通信端末装置５００の音声出力部５７０に含まれるスピーカ
ーから、聞くことができる。
【０３８１】
　したがって、たとえば、映像表示装置６００から大きな音声を出力できないような状況
であっても、ユーザは、手元の通信端末装置５００の音声出力部５７０付近に耳を当てる
だけで、自分だけ、コンテンツの音声を聞くことができる。ここで、大きな音声を出力で
きないような状況は、たとえば、夜である。したがって、大きな音声を出力できない状況
であっても、周囲に迷惑をかけることなく、コンテンツの音声を聞くことができるという
効果を奏する。
【０３８２】
　（コンテンツ表示中の処理の他の例４）
　次に、映像表示装置６００の表示部６３０において、コンテンツを表示している場合の
他の例の処理について説明する。以下においては、表示部６３０に表示されているコンテ
ンツを表示コンテンツともいう。表示コンテンツは、放送信号に基づく画像（以下、ＴＶ
画像ともいう）であるとする。なお、表示コンテンツは、図９の処理により登録した、サ
ービスサーバ８００Ａが提供するサービスサイトからストリーミング配信されるコンテン
ツであってもよい。
【０３８３】
　ここで、表示コンテンツには、当該表示コンテンツに関連するコンテンツ関連情報が含
まれるとする。なお、表示コンテンツは、映画であるとする。コンテンツ関連情報は、映
画の日本語の字幕情報であるとする。
【０３８４】
　また、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００が記
憶されているとする。
【０３８５】
　再び、図１６を参照して、ステップＳ４４１では、前述したように、状態判定処理Ｔが
行なわれる。状態判定処理Ｔでは、制御部６１０が、自装置（映像表示装置６００）の動
作状態を判定する。ここでは、制御部６１０は、自装置（映像表示装置６００）の動作状
態は、字幕情報を含む表示コンテンツを、表示部６３０が表示している状態であると判定
する。
【０３８６】
　ステップＳ４４２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。ここでは、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１０００
”により特定（識別）される通信端末装置５００が通話中でないとする。この場合、ステ
ップＳ４４２において、ＮＯと判定されて、ステップＳ４４３に進む。
【０３８７】
　ステップＳ４４３では、前述したのと同様に、制御部６１０が、判定された動作状態に
応じた制御データを、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルに記載される装置ＩＤ
により特定（識別）される通信端末装置５００へ送信する。この処理により、送信される
制御データは、以下の制御データＴＤ３００Ｆであるとする。
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【０３８８】
　図２９は、一例としての制御データＴＤ３００Ｆを示す図である。図２９を参照して、
制御データＴＤ３００Ｆの各項目は、図１７の制御データＴＤ３００で説明したのと同様
なので詳細な説明は繰り返さない。制御データＴＤ３００Ｆにおいて、「テロップ表示」
に対応するパラメータが「字幕情報」である場合、字幕情報を表示させるためのボタンが
通信端末装置５００の表示部５３０に表示される。
【０３８９】
　再び、図１６を参照して、通信端末装置５００が行なう装置制御処理ＭのステップＳ４
１１では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここで
は、制御データＴＤ３００Ｆを受信したとして、ステップＳ４１２に進む。
【０３９０】
　ステップＳ４１２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。この処理により、制御データＴＤ３００Ｆが記憶されるとする。
【０３９１】
　ステップＳ４１４では、前述したように、制御データ対応処理Ｍが行なわれる。制御デ
ータ対応処理Ｍでは、受信した制御データに対応した処理が行なわれる。
【０３９２】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００Ｆであるとする。この場合、制
御データ対応処理Ｍでは、制御部５１０が、音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍ、発光処理Ｍお
よびテロップ表示処理ＭＦを、同時に行なう。なお、音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍ、発光
処理Ｍおよびテロップ表示処理ＭＦは、同時に行なわれなくてもよい。
【０３９３】
　音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍおよび発光処理Ｍは、前述したのと同様なので詳細な説明
は繰り返さない。
【０３９４】
　テロップ表示処理ＭＦでは、制御部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、以下のテロッ
プ画像ＭＧ２１０Ｆを、現在表示部５３０に表示されている端末画像の前面に表示させた
報知画像ＭＧ２００Ｆを、表示部５３０に表示させる。
【０３９５】
　図３０は、一例としての報知画像ＭＧ２００Ｆを示す図である。図３０を参照して、報
知画像ＭＧ２００Ｆには、端末画像の前面にテロップ画像ＭＧ２１０Ｆが配置される。
【０３９６】
　テロップ画像ＭＧ２１０Ｆには、通信端末装置で字幕を表示するか否かを問合せる旨の
メッセージが表示される。また、テロップ画像ＭＧ２１０Ｆには、ボタン画像ＭＢＧ２１
６Ｆが配置される。ボタン画像ＭＢＧ２１６Ｆは、押下処理されることにより、字幕表示
リモコン信号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。字幕表示リモ
コン信号は、映像表示装置６００に表示されているコンテンツに対応する字幕情報を、表
示部５３０に表示させるためのリモコン信号である。
【０３９７】
　次に、字幕情報を、表示部５３０に表示させるための処理について説明する。ここで、
通信端末装置５００の表示部５３０には、図３０の報知画像ＭＧ２００Ｆが表示されてい
るとする。
【０３９８】
　再び、図１２を参照して、通信端末装置５００が行なう操作判定処理Ｍにおいて、ステ
ップＳ１０では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。
ここでは、図３０のボタン画像ＭＢＧ２１６Ｆを押下するための制御操作があったとして
、ステップＳ１２に進む。
【０３９９】
　ステップＳ１２では、制御部５１０が、制御信号としての字幕表示リモコン信号を、映
像表示装置６００へ送信する。
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【０４００】
　映像表示装置６００が行なう制御信号対応処理Ｔにおいて、ステップＳ２０では、前述
したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここでは、制御信号と
しての字幕表示リモコン信号を受信したとして、ステップＳ２２に進む。
【０４０１】
　ステップＳ２２では、制御信号対応処理が行なわれる。ここでは、制御信号対応処理に
おいて、制御部６１０が、字幕情報を通信端末装置５００へ送信する。送信される字幕情
報は、映像表示装置６００の表示部６３０に表示されているコンテンツに対応する字幕情
報である。
【０４０２】
　通信端末装置５００では、制御部５１０が字幕情報を受信する。そして、制御部５１０
は、ＶＤＰ５３２を利用して、字幕情報を表示させた字幕情報表示画像を、表示部５３０
に表示させる。なお、通信端末装置５００では、受信した字幕情報を、音声として出力す
る処理が行なわれてもよい。
【０４０３】
　以上の処理が行なわれることにより、映像表示装置６００に表示されるコンテンツに対
応する字幕を、通信端末装置５００のユーザは、手元で、参照することができる。したが
って、ユーザの視力が悪く、ユーザが映像表示装置６００から離れた位置にいる場合でも
、コンテンツに対応する字幕を容易に参照することができるという効果を奏する。
【０４０４】
　（コンテンツ表示中の処理の他の例５）
　次に、映像表示装置６００の表示部６３０において、２種類のコンテンツが表示されて
いる場合の処理について説明する。
【０４０５】
　図３１は、２種類のコンテンツが表示されている状態を示す図である。図３１を参照し
て、表示部６３０には、画像Ｇ４００が表示されているとする。画像Ｇ４００には、画像
内の全体の領域を示す領域ＴＲ１と、領域ＴＲ１内に設けられた領域ＴＲ２とを含む。
【０４０６】
　領域ＴＲ１に表示されるコンテンツをメインコンテンツという。また、領域ＴＲ２に表
示されるコンテンツをサブコンテンツという。以下においては、領域ＴＲ２に表示される
画像をサブ画像ともいう。
【０４０７】
　メインコンテンツおよびサブコンテンツの各々は、放送信号に基づく画像（以下、ＴＶ
画像ともいう）であるとする。ここで、映像表示装置６００では、メインコンテンツの音
声が出力されているとする。なお、メインコンテンツおよびサブコンテンツの各々は、図
９の処理により登録した、サービスサーバ８００Ａが提供するサービスサイトからストリ
ーミング配信されるコンテンツであってもよい。
【０４０８】
　また、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００が記
憶されているとする。
【０４０９】
　再び、図１６を参照して、ステップＳ４４１では、前述したように、状態判定処理Ｔが
行なわれる。状態判定処理Ｔでは、制御部６１０が、自装置（映像表示装置６００）の動
作状態を判定する。ここでは、制御部６１０は、自装置（映像表示装置６００）の動作状
態は、メインコンテンツおよびサブコンテンツを、表示部６３０が表示している状態であ
ると判定する。
【０４１０】
　ステップＳ４４２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。ここでは、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１０００
”により特定（識別）される通信端末装置５００が通話中でないとする。この場合、ステ
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ップＳ４４２において、ＮＯと判定されて、ステップＳ４４３に進む。
【０４１１】
　ステップＳ４４３では、前述したのと同様に、制御部６１０が、判定された動作状態に
応じた制御データを、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルに記載される装置ＩＤ
により特定（識別）される通信端末装置５００へ送信する。この処理により、送信される
制御データは、以下の制御データＴＤ３００Ｇであるとする。
【０４１２】
　図３２は、一例としての制御データＴＤ３００Ｇを示す図である。図３２を参照して、
制御データＴＤ３００Ｇの各項目は、図１７の制御データＴＤ３００で説明したのと同様
なので詳細な説明は繰り返さない。制御データＴＤ３００Ｇにおいて、「テロップ表示」
に対応するパラメータが「サブコンテンツ音声出力」である場合、サブコンテンツの音声
を出力させるためのボタンが通信端末装置５００の表示部５３０に表示される。
【０４１３】
　再び、図１６を参照して、通信端末装置５００が行なう装置制御処理ＭのステップＳ４
１１では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここで
は、制御データＴＤ３００Ｇを受信したとして、ステップＳ４１２に進む。
【０４１４】
　ステップＳ４１２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。この処理により、制御データＴＤ３００Ｇが記憶されるとする。
【０４１５】
　ステップＳ４１４では、前述したように、制御データ対応処理Ｍが行なわれる。制御デ
ータ対応処理Ｍでは、受信した制御データに対応した処理が行なわれる。
【０４１６】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００Ｇであるとする。この場合、制
御データ対応処理Ｍでは、制御部５１０が、音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍ、発光処理Ｍお
よびテロップ表示処理ＭＧを、同時に行なう。なお、音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍ、発光
処理Ｍおよびテロップ表示処理ＭＧは、同時に行なわれなくてもよい。
【０４１７】
　音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍおよび発光処理Ｍは、前述したのと同様なので詳細な説明
は繰り返さない。
【０４１８】
　テロップ表示処理ＭＧでは、制御部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、以下のテロッ
プ画像ＭＧ２１０Ｇを、現在表示部５３０に表示されている端末画像の前面に表示させた
報知画像ＭＧ２００Ｇを、表示部５３０に表示させる。
【０４１９】
　図３３は、一例としての報知画像ＭＧ２００Ｇを示す図である。図３３を参照して、報
知画像ＭＧ２００Ｇには、端末画像の前面にテロップ画像ＭＧ２１０Ｇが配置される。
【０４２０】
　テロップ画像ＭＧ２１０Ｇには、サブコンテンツの音声を通信端末装置から出力するか
否かを問合せる旨のメッセージが表示される。また、テロップ画像ＭＧ２１０Ｇには、ボ
タン画像ＭＢＧ２１６Ｇが配置される。
【０４２１】
　ボタン画像ＭＢＧ２１６Ｇは、押下処理されることにより、サブコンテンツ音声出力信
号を、映像表示装置６００へ送信するためのボタン画像である。サブコンテンツ音声出力
信号は、映像表示装置６００に表示されているサブコンテンツの音声を、通信端末装置５
００から出力させるためのリモコン信号である。
【０４２２】
　次に、映像表示装置６００に表示されているサブコンテンツの音声を、通信端末装置５
００から出力させるための処理について説明する。ここで、通信端末装置５００の表示部
５３０には、図３３の報知画像ＭＧ２００Ｇが表示されているとする。
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【０４２３】
　再び、図１２を参照して、通信端末装置５００が行なう操作判定処理Ｍにおいて、ステ
ップＳ１０では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。
ここでは、図３３のボタン画像ＭＢＧ２１６Ｇを押下するための制御操作があったとして
、ステップＳ１２に進む。
【０４２４】
　ステップＳ１２では、制御部５１０が、制御信号としてのサブコンテンツ音声出力信号
を、映像表示装置６００へ送信する。
【０４２５】
　映像表示装置６００が行なう制御信号対応処理Ｔにおいて、ステップＳ２０では、前述
したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここでは、制御信号と
してのサブコンテンツ音声出力信号を受信したとして、ステップＳ２２に進む。
【０４２６】
　ステップＳ２２では、制御信号対応処理が行なわれる。ここでは、制御信号対応処理に
おいて、制御部６１０は、映像表示装置６００の表示部６３０に表示されているサブコン
テンツの音声データ（以下、サブコンテンツ音声データともいう）を、通信端末装置５０
０へ送信する。
【０４２７】
　通信端末装置５００では、制御部５１０が、サブコンテンツ音声データを受信すると、
受信したサブコンテンツ音声データを、音声出力部５７０へ送信する。音声出力部５７０
は、サブコンテンツ音声データを受信すると、サブコンテンツ音声データに基づく音声を
、音声出力部５７０に含まれるスピーカーから出力する。
【０４２８】
　以上の処理が行なわれることにより、映像表示装置６００の表示部６３０において、２
種類のコンテンツが表示されている場合、通信端末装置５００のユーザは、映像表示装置
６００の表示部６３０に表示されているサブコンテンツの音声データを、通信端末装置５
００の音声出力部５７０に含まれるスピーカーから、聞くことができる。
【０４２９】
　したがって、ユーザは、表示部６３０において、メインコンテンツおよびサブコンテン
ツが表示されている場合、メインコンテンツおよびサブコンテンツの各々の音声を聞くこ
とができるという効果を奏する。
【０４３０】
　なお、本発明は、上記処理以外にも、１台の映像表示装置を２人のユーザ（通信端末装
置）で利用している状態において、一方のユーザはメインコンテンツを利用し、他方のユ
ーザはサブコンテンツを利用するような使い方にも適用可能である。
【０４３１】
　なお、上記処理では、サブコンテンツの音声を通信端末装置５００から出力する処理を
説明したが、メインコンテンツの音声を通信端末装置５００から出力してもよい。
【０４３２】
　（コンテンツ表示中の処理の他の例６）
　次に、映像表示装置６００の表示部６３０において、コンテンツを表示している場合の
他の例の処理について説明する。以下においては、表示部６３０に表示されているコンテ
ンツを表示コンテンツともいう。表示コンテンツは、放送信号に基づく画像（以下、ＴＶ
画像ともいう）であるとする。なお、表示コンテンツは、図９の処理により登録した、サ
ービスサーバ８００Ａが提供するサービスサイトからストリーミング配信されるコンテン
ツであってもよい。
【０４３３】
　ここで、表示コンテンツには、当該表示コンテンツに関連するコンテンツ関連情報が含
まれるとする。表示コンテンツは、たとえば、通信販売の番組であるとする。コンテンツ
関連情報は、通信販売を利用するための電話番号であるとする。なお、コンテンツ関連情
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報は、電話番号に限定されることなく、メールアドレス、携帯端末用のＷｅｂサイトのＵ
ＲＬ、ＱＲコード（登録商標）等であってもよい。
【０４３４】
　以下においては、電話番号、メールアドレス、携帯電話用のＷｅｂサイトのＵＲＬ、Ｑ
Ｒコード（登録商標）等のように、通信端末装置５００で直接利用可能なコンテンツ関連
情報を、端末利用情報ともいう。したがって、この場合のコンテンツ関連情報としての電
話番号は、端末利用情報である。
【０４３５】
　また、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００が記
憶されているとする。
【０４３６】
　再び、図１６を参照して、ステップＳ４４１では、前述したように、状態判定処理Ｔが
行なわれる。状態判定処理Ｔでは、制御部６１０が、自装置（映像表示装置６００）の動
作状態を判定する。ここでは、制御部６１０は、自装置（映像表示装置６００）の動作状
態は、端末利用情報（電話番号）を含む表示コンテンツを、表示部６３０が表示している
状態であると判定する。
【０４３７】
　ステップＳ４４２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。ここでは、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１０００
”により特定（識別）される通信端末装置５００が通話中でないとする。この場合、ステ
ップＳ４４２において、ＮＯと判定されて、ステップＳ４４３に進む。
【０４３８】
　ステップＳ４４３では、前述したのと同様に、制御部６１０が、判定された動作状態に
応じた制御データを、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルに記載される装置ＩＤ
により特定（識別）される通信端末装置５００へ送信する。この処理により、送信される
制御データは、以下の制御データＴＤ３００Ｈであるとする。
【０４３９】
　図３４は、一例としての制御データＴＤ３００Ｈを示す図である。図３４を参照して、
制御データＴＤ３００Ｈの各項目は、図１７の制御データＴＤ３００で説明したのと同様
なので詳細な説明は繰り返さない。制御データＴＤ３００Ｈにおいて、「テロップ表示」
に対応するパラメータが「端末利用情報」である場合、端末利用情報（たとえば、電場番
号）を使用した処理を行なうためのボタンが通信端末装置５００の表示部５３０に表示さ
れる。
【０４４０】
　再び、図１６を参照して、通信端末装置５００が行なう装置制御処理ＭのステップＳ４
１１では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここで
は、制御データＴＤ３００Ｈを受信したとして、ステップＳ４１２に進む。
【０４４１】
　ステップＳ４１２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。この処理により、制御データＴＤ３００Ｈが記憶されるとする。
【０４４２】
　ステップＳ４１４では、前述したように、制御データ対応処理Ｍが行なわれる。制御デ
ータ対応処理Ｍでは、受信した制御データに対応した処理が行なわれる。
【０４４３】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００Ｈであるとする。この場合、制
御データ対応処理Ｍでは、制御部５１０が、音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍ、発光処理Ｍお
よびテロップ表示処理ＭＨを、同時に行なう。なお、音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍ、発光
処理Ｍおよびテロップ表示処理ＭＨは、同時に行なわれなくてもよい。
【０４４４】
　音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍおよび発光処理Ｍは、前述したのと同様なので詳細な説明
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は繰り返さない。
【０４４５】
　テロップ表示処理ＭＨでは、制御部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、以下のテロッ
プ画像ＭＧ２１０Ｈを、現在表示部５３０に表示されている端末画像の前面に表示させた
報知画像ＭＧ２００Ｈを、表示部５３０に表示させる。ここで、電話番号である端末利用
情報は、たとえば、“０９０３３３１１１”であるとする。
【０４４６】
　図３５は、一例としての報知画像ＭＧ２００Ｈを示す図である。図３５を参照して、報
知画像ＭＧ２００Ｈには、端末画像の前面にテロップ画像ＭＧ２１０Ｈが配置される。
【０４４７】
　テロップ画像ＭＧ２１０Ｈには、電話番号“０９０３３３１１１”に電話をかけるか否
かを問合せる旨のメッセージが表示される。また、テロップ画像ＭＧ２１０Ｈには、ボタ
ン画像ＭＢＧ２１６Ｈが配置される。ボタン画像ＭＢＧ２１６Ｈは、押下処理されること
により、電話番号“０９０３３３１１１”に電話をかけるためのボタン画像である。
【０４４８】
　そして、図３５のボタン画像ＭＢＧ２１６Ｈを押下するための制御操作があった場合、
制御部５１０は、電話番号“０９０３３３１１１”に電話をかけるための処理を行なう。
【０４４９】
　なお、テロップ表示処理ＭＨにより、表示部５３０に表示されるテロップ画像ＭＧ２１
０Ｈは、端末利用情報の内容に応じて、表示されるメッセージが変化する。端末利用情報
が、たとえば、メールアドレスの場合、テロップ画像ＭＧ２１０Ｈに表示されるメッセー
ジは、たとえば、「メールアドレス（aaa@bbb.co.jp）へ送信する電子メールのメッセー
ジを作成しますか？」となる。
【０４５０】
　以上の処理が行なわれることにより、映像表示装置６００の表示部６３０において、端
末利用情報を含む表示コンテンツが表示されている場合、通信端末装置５００では、端末
利用情報を利用した様々な処理（以下、端末利用情報処理ともいう）を行なうことが可能
となる。
【０４５１】
　ここで、端末利用情報が電話番号である場合、端末利用情報処理は電話をかける処理と
なる。また、端末利用情報がメールアドレスである場合、端末利用情報処理は、当該メー
ルアドレスへ送信する電子メールのメッセージを作成する処理となる。また、端末利用情
報が携帯端末用のＷｅｂサイトのＵＲＬである場合、端末利用情報処理は携帯端末用のＷ
ｅｂサイトのＵＲＬにアクセスするための処理となる。また、端末利用情報がＱＲコード
（登録商標）である場合、端末利用情報処理は、ＱＲコード（登録商標）に基づく情報を
表示させるための処理となる。
【０４５２】
　なお、コンテンツ関連情報が、たとえば、電話番号および「テレビ電話」という文字列
である場合、映像表示装置６００は、前述したコンテンツ関連情報が電話番号である場合
の処理と同様な処理を行なうことにより、通信端末装置５００に、たとえば、「テレビ電
話を行ないますか」というメッセージを表示させるための処理を行なう。これにより、通
信端末装置５００の撮像部５７８を利用したテレビ電話を行なうことが可能となる。
【０４５３】
　また、コンテンツ関連情報が、たとえば、「課金」という文字列である場合、映像表示
装置６００は、前述したコンテンツ関連情報が電話番号である場合の処理と同様な処理を
行なうことにより、通信端末装置５００に、たとえば、「課金処理を行ないますか」とい
うメッセージを表示させるための処理を行なう。これにより、通信端末装置５００におい
て課金処理を行なうことが可能となる。
【０４５４】
　したがって、端末利用情報が、映像表示装置６００で利用することができない情報であ
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っても、通信端末装置５００が、自装置の有する本来の機能を、端末利用情報を使用する
ことで活用することができる。すなわち、通信端末装置５００は、映像表示装置６００の
代わりに端末利用情報を有効に活用した処理を行なうことができるという効果を奏する。
【０４５５】
　（コンテンツ表示中の処理の他の例７）
　次に、通信端末装置５００を映像表示装置６００のリモコンとして利用し、映像表示装
置６００の表示部６３０において、文字の入力が可能なコンテンツ（以下、文字入力可能
コンテンツともいう）が表示されている状態の処理について説明する。文字入力可能コン
テンツは、たとえば、Ｗｅｂブラウザにより表示される検索サイトであるとする。検索サ
イトは、検索文字列を入力するためのテキストボックスを含む。
【０４５６】
　ここで、リモコンモードの通信端末装置５００におけるインターフェース操作Ｍにより
、検索サイトに含まれるテキストボックスにフォーカスがあたっており、当該テキストボ
ックスに文字が入力可能な状態であるとする。
【０４５７】
　また、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００が記
憶されているとする。
【０４５８】
　再び、図１６を参照して、ステップＳ４４１では、前述したように、状態判定処理Ｔが
行なわれる。状態判定処理Ｔでは、制御部６１０が、自装置（映像表示装置６００）の動
作状態を判定する。ここでは、制御部６１０は、自装置（映像表示装置６００）の動作状
態は、表示部６３０に表示されている検索サイトに含まれるテキストボックスに文字入力
が可能な文字入力可能状態であると判定する。
【０４５９】
　ステップＳ４４２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。ここでは、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１０００
”により特定（識別）される通信端末装置５００が通話中でないとする。この場合、ステ
ップＳ４４２において、ＮＯと判定されて、ステップＳ４４３に進む。
【０４６０】
　ステップＳ４４３では、前述したのと同様に、制御部６１０が、判定された動作状態に
応じた制御データを、記憶部６２０に記憶されている制御テーブルに記載される装置ＩＤ
により特定（識別）される通信端末装置５００へ送信する。この処理により、送信される
制御データは、以下の制御データＴＤ３００Ｊであるとする。
【０４６１】
　図３６は、一例としての制御データＴＤ３００Ｊを示す図である。図３６を参照して、
制御データＴＤ３００Ｊの各項目は、図１７の制御データＴＤ３００で説明したのと同様
なので詳細な説明は繰り返さない。制御データＴＤ３００Ｊにおいて、「テロップ表示」
に対応するパラメータが「文字入力」である場合、通信端末装置５００により文字を入力
するための処理を行なうためのボタンが通信端末装置５００の表示部５３０に表示される
。
【０４６２】
　再び、図１６を参照して、通信端末装置５００が行なう装置制御処理ＭのステップＳ４
１１では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここで
は、制御データＴＤ３００Ｊを受信したとして、ステップＳ４１２に進む。
【０４６３】
　ステップＳ４１２では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返
さない。この処理により、制御データＴＤ３００Ｊが記憶されるとする。
【０４６４】
　ステップＳ４１４では、前述したように、制御データ対応処理Ｍが行なわれる。制御デ
ータ対応処理Ｍでは、受信した制御データに対応した処理が行なわれる。
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【０４６５】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００Ｊであるとする。この場合、制
御データ対応処理Ｍでは、制御部５１０が、音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍ、発光処理Ｍお
よびテロップ表示処理ＭＪを、同時に行なう。なお、音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍ、発光
処理Ｍおよびテロップ表示処理ＭＪは、同時に行なわれなくてもよい。
【０４６６】
　音声出力処理Ｍ、振動処理Ｍおよび発光処理Ｍは、前述したのと同様なので詳細な説明
は繰り返さない。
【０４６７】
　テロップ表示処理ＭＪでは、制御部５１０が、ＶＤＰ５３２を利用して、以下のテロッ
プ画像ＭＧ２１０Ｊを、現在表示部５３０に表示されている端末画像の前面に表示させた
報知画像ＭＧ２００Ｊを、表示部５３０に表示させる。
【０４６８】
　図３７は、一例としての報知画像ＭＧ２００Ｊを示す図である。図３７を参照して、報
知画像ＭＧ２００Ｊには、端末画像の前面にテロップ画像ＭＧ２１０Ｊが配置される。
【０４６９】
　テロップ画像ＭＧ２１０Ｊには、文字を入力するか否かを問合せる旨のメッセージが表
示される。また、テロップ画像ＭＧ２１０Ｊには、ボタン画像ＭＢＧ２１６Ｊが配置され
る。ボタン画像ＭＢＧ２１６Ｊは、押下処理されることにより、通信端末装置５００の数
字ボタン群５４６に含まれる数字ボタンの短押操作により文字を入力することを可能とす
るためのボタン画像である。
【０４７０】
　次に、映像表示装置６００の表示部６３０に表示されている検索サイトに含まれるテキ
ストボックスに文字を入力するための処理について説明する。ここで、通信端末装置５０
０の表示部５３０に、図３７の報知画像ＭＧ２００Ｊが表示されている状態で、ボタン画
像ＭＢＧ２１６Ｊを押下処理するためのインターフェース操作Ｍがあったとする。この場
合、制御部５１０は、通信端末装置５００を、数字ボタン群５４６に含まれる数字ボタン
の短押操作により文字を入力するためのモード（以下、文字入力モードともいう）に設定
する。
【０４７１】
　再び、図１２を参照して、通信端末装置５００が行なう操作判定処理Ｍにおいて、ステ
ップＳ１０では、前述したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。
ここでは、文字入力モードに設定された通信端末装置５００において、数字ボタン群５４
６に含まれる数字ボタンを押下するための制御操作があったとして、ステップＳ１２に進
む。
【０４７２】
　ステップＳ１２では、制御部５１０が、制御信号として、押下された数字ボタンに対応
する文字（たとえば、「あ」）の文字信号を映像表示装置６００へ送信する。
【０４７３】
　映像表示装置６００が行なう制御信号対応処理Ｔにおいて、ステップＳ２０では、前述
したのと同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。ここでは、制御信号と
しての文字信号を受信したとして、ステップＳ２２に進む。
【０４７４】
　ステップＳ２２では、制御信号対応処理が行なわれる。ここでは、制御信号対応処理に
おいて、制御部６１０は、表示部６３０に表示されている検索サイトのテキストボックス
に、受信した文字信号に対応する文字（たとえば、「あ」）を表示させるための処理を行
なう。
【０４７５】
　以上の処理が行なわれることにより、映像表示装置６００の表示部６３０に文字入力可
能コンテンツが表示されている状態において、通信端末装置５００（携帯電話）の数字ボ
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タン群５４６という、ユーザの慣れているインターフェース操作により、映像表示装置６
００において文字を入力することが可能となる。
【０４７６】
　したがって、映像表示装置６００における従来のソフトウエアキーボード等を利用した
文字入力よりも、映像表示装置６００において、迅速に文字入力を行なうことができると
いう効果を奏する。
【０４７７】
　なお、前述の文字入力可能コンテンツは、検索サイトに限定されることはない。文字入
力可能コンテンツは、たとえば、ＷｅｂサイトのＵＲＬを入力可能なコンテンツであって
もよい。
【０４７８】
　以上説明したように、本実施の形態では、通信端末装置５００が通話中である場合、制
御データは、通信端末装置５００へ送信されない。そのため、通信端末装置５００が通話
中である場合、通信端末装置５００において、前述したような、制御データ対応処理Ｍが
行なわれことはない。したがって、通信端末装置５００のユーザの通話を中断させてしま
うことを防ぐことができるという効果を奏する。
【０４７９】
　また、映像表示装置６００に表示されている表示コンテンツの関連情報がある場合、映
像表示装置６００の表示部６３０に、関連情報がある旨の表示等を行なう必要がない。そ
のため、ユーザによる表示コンテンツの視聴を妨げることを防ぐことができるという効果
を奏する。
【０４８０】
　また、映像表示装置６００に表示されている表示コンテンツの関連情報がある場合、通
信端末装置５００において、音、光等で報知することができる。したがって、通信端末装
置５００のユーザといった特定のユーザに、表示コンテンツの関連情報があることを容易
に知らせることができるという効果を奏する。
【０４８１】
　また、映像表示装置６００に表示コンテンツを表示させた状態で、別の装置である通信
端末装置５００で、表示コンテンツの関連情報（コンテンツ関連情報）を参照することが
できる。したがって、コンテンツの見易さを損ねることなく、通信端末装置５００におい
て関連情報を参照することができるという効果を奏する。
【０４８２】
　以上により、コンテンツの見易さを損ねることなく、通信端末装置５００において多種
多様な処理を行なうことができるという効果を奏する。
【０４８３】
　また、通信端末装置５００が、映像表示装置６００の近傍にない場合は、映像表示装置
６００は、自動的に通常モードに移行することはない。すなわち、通信端末装置５００の
ユーザが、映像表示装置６００の近傍にない場合は、映像表示装置６００は、自動的に通
常モードに移行することはない。したがって、ユーザが、タイマーで設定したことを忘れ
ており、設定した時刻に映像表示装置６００の近傍にいなくても、映像表示装置６００は
、自動的に通常モードに移行することはない。そのため、映像表示装置６００の無駄な電
力の消費を防ぐことができるという効果を奏する。
【０４８４】
　また、ユーザがザッピングを行なっている場合、ある特定のボタンを押下したときに、
通信端末装置５００が振動することで、押下したボタンに基づくリモコン信号により、映
像表示装置６００に表示される番組（コンテンツ）が、嗜好番組であることを認識するこ
とができる。
【０４８５】
　すなわち、ザッピングを行なっている場合、嗜好番組を、迅速に探し出すことができる
という効果を奏する。
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【０４８６】
　また、映像表示装置６００に表示されるコンテンツが、ユーザは、嗜好コンテンツであ
ることを、迅速に、認識することができる。
【０４８７】
　また、映像表示装置６００が消音状態に設定された場合、通信端末装置５００のユーザ
は、映像表示装置６００の表示部６３０に表示されているコンテンツの音声データを、通
信端末装置５００の音声出力部５７０に含まれるスピーカーから、聞くことができる。
【０４８８】
　したがって、たとえば、映像表示装置６００から大きな音声を出力できないような状況
であっても、ユーザは、手元の通信端末装置５００の音声出力部５７０付近に耳を当てる
だけで、自分だけ、コンテンツの音声を聞くことができる。ここで、大きな音声を出力で
きないような状況は、たとえば、夜である。したがって、大きな音声を出力できない状況
であっても、周囲に迷惑をかけることなく、コンテンツの音声を聞くことができるという
効果を奏する。
【０４８９】
　また、映像表示装置６００に表示されるコンテンツに対応する字幕を、通信端末装置５
００のユーザは、手元で、参照することができる。したがって、ユーザの視力が悪く、ユ
ーザが映像表示装置６００から離れた位置にいる場合でも、コンテンツに対応する字幕を
容易に参照することができるという効果を奏する。
【０４９０】
　また、映像表示装置６００の表示部６３０において、２種類のコンテンツが表示されて
いる場合、通信端末装置５００のユーザは、映像表示装置６００の表示部６３０に表示さ
れているサブコンテンツの音声データを、通信端末装置５００の音声出力部５７０に含ま
れるスピーカーから、聞くことができる。
【０４９１】
　したがって、ユーザは、表示部６３０において、メインコンテンツおよびサブコンテン
ツが表示されている場合、メインコンテンツおよびサブコンテンツの各々の音声を聞くこ
とができるという効果を奏する。
【０４９２】
　また、映像表示装置６００の表示部６３０において、端末利用情報を含む表示コンテン
ツが表示されている場合、通信端末装置５００では、端末利用情報を利用した様々な処理
（以下、端末利用情報処理ともいう）を行なうことが可能となる。
【０４９３】
　したがって、端末利用情報が、映像表示装置６００で利用することができない情報であ
っても、通信端末装置５００が、自装置の有する本来の機能を、端末利用情報を使用する
ことで活用することができる。すなわち、通信端末装置５００は、映像表示装置６００の
代わりに端末利用情報を有効に活用した処理を行なうことができるという効果を奏する。
【０４９４】
　また、映像表示装置６００の表示部６３０に文字入力可能コンテンツが表示されている
状態において、通信端末装置５００（携帯電話）の数字ボタン群５４６という、ユーザの
慣れているインターフェース操作により、映像表示装置６００において文字を入力するこ
とが可能となる。
【０４９５】
　したがって、映像表示装置６００における従来のソフトウエアキーボード等を利用した
文字入力よりも、映像表示装置６００において、迅速に文字入力を行なうことができると
いう効果を奏する。
【０４９６】
　以上説明したように、本発明は、通信端末装置５００を、映像表示装置６００を操作す
るためのリモコンとして利用する場合、通信端末装置５００に特別な機能を新たに設ける
ことなく、通信端末装置５００の機能（たとえば、音発生、バイブ振動等）を有効に活用
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することができる。
【０４９７】
　＜第１の実施の形態の変形例＞
　次に、１台の映像表示装置６００に対し、２台の通信端末装置５００がデータ通信して
いる状態の処理について説明する。ここで、２台の通信端末装置５００のうちの一方の通
信端末装置５００を、通信端末装置Ａともいう。また、２台の通信端末装置５００のうち
の他方の通信端末装置５００を、通信端末装置Ｂともいう。なお、１台の映像表示装置６
００に対し、データ通信を行なう通信端末装置５００は、２台に限定されることなく、３
台以上であってもよい。
【０４９８】
　ここで、通信端末装置Ａは、前述した音発生モードに設定されているとする。また、通
信端末装置Ａの記憶部５２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００が記憶されていると
する。通信端末装置Ｂは、前述したサイレンモードに設定されているとする。この場合、
通信端末装置Ｂの記憶部５２０には、以下の制御テーブルＭＤ２１０が記憶されていると
する。また、通信端末装置Ｂの装置ＩＤは、“０９０２２２０００”であるとする。
【０４９９】
　図３８は、一例としての制御テーブルＭＤ２１０を示す図である。図３８を参照して、
制御テーブルＭＤ２１０は、図１３の制御テーブルＭＤ２００と比較して、音を発生させ
るための処理（制御番号ＣＴ１，ＣＴ２，ＣＴ６の各々に対応する処理）の状態が不許可
となっている点が異なる。それ以外は、制御テーブルＭＤ２００と同様なので詳細な説明
は繰り返さない。
【０５００】
　次に、通信端末装置Ａおよび通信端末装置Ｂの各々が、映像表示装置６００に対し、前
述した図１４の制御テーブル送信処理を行なったとする。この処理により、映像表示装置
６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００と、図３８の制御テーブル
ＭＤ２１０とが記憶される。
【０５０１】
　また、通話中でない通信端末装置Ａおよび通信端末装置Ｂの各々が、映像表示装置６０
０に対し、前述した図１５の処理を行なったとする。
【０５０２】
　次に、映像表示装置６００が、自装置（映像表示装置６００）の動作状態に応じて、通
信端末装置５００を制御するための処理（以下、装置制御処理ともいう）について説明す
る。以下においては、装置制御処理において、通信端末装置Ａおよび通信端末装置Ｂの各
々が行なう処理を、装置制御処理Ｍともいう。また、装置制御処理において、映像表示装
置６００が行なう処理を、装置制御処理ＴＮともいう。装置制御処理Ｍおよび装置制御処
理ＴＮの各々は、他の処理とは独立して行なわれる処理である。
【０５０３】
　ここで、映像表示装置６００の表示部６３０には、コンテンツが表示されているとする
。以下においては、表示部６３０に表示されているコンテンツを表示コンテンツともいう
。表示コンテンツは、放送信号に基づく画像（以下、ＴＶ画像ともいう）であるとする。
なお、表示コンテンツは、図９の処理により登録した、サービスサーバ８００Ａが提供す
るサービスサイトからストリーミング配信されるコンテンツであってもよい。
【０５０４】
　また、表示コンテンツには、当該表示コンテンツに関連する情報（以下、コンテンツ関
連情報ともいう）が含まれるとする。なお、表示コンテンツは、たとえば、サッカーの試
合の番組であるとする。この場合、コンテンツ関連情報は、たとえば、サッカーの試合の
出場選手のプロフィールであるとする。なお、コンテンツ関連情報は、表示コンテンツの
表示中に、サービスサーバ８００Ａから映像表示装置６００へ配信される情報（プッシュ
情報）であってもよい。
【０５０５】
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　図３９は、装置制御処理Ｍおよび装置制御処理ＴＮのフローチャートである。装置制御
処理Ｍおよび装置制御処理ＴＮの各々において、図１６と同じステップ番号の処理は、図
１６の処理と同様な処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。
【０５０６】
　ステップＳ４４１では、第１の実施の形態と同様に、状態判定処理Ｔが行なわれるので
詳細な説明は繰り返さない。この処理により、制御部６１０は、自装置（映像表示装置６
００）の動作状態は、コンテンツ関連情報を含む表示コンテンツを、表示部６３０が表示
している状態であると判定する。そして、ステップＳ４４２に進む。
【０５０７】
　ステップＳ４４２では、第１の実施の形態と同様な処理が行なわれるので詳細な説明は
繰り返さない。ここでは、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤ“０９０１１１
０００”により特定（識別）される通信端末装置Ａが通話中でないとする。また制御テー
ブルＭＤ２１０に記載される装置ＩＤ“０９０２２２０００”により特定（識別）される
通信端末装置Ｂが通話中でないとする。この場合、ステップＳ４４２において、ＮＯと判
定されて、ステップＳ４４３Ａに進む。
【０５０８】
　ステップＳ４４３Ａでは、制御データ送信処理Ａが行なわれる。制御データ送信処理Ａ
では、制御部６１０が、判定された動作状態に応じた制御データを、記憶部６２０に記憶
されている制御テーブルに記載される装置ＩＤにより特定（識別）される通信端末装置へ
送信する。また、送信される制御データは、送信先の通信端末装置に対応する制御テーブ
ルに基づいたものとなる。
【０５０９】
　ここで、映像表示装置６００の記憶部６２０には、図１３の制御テーブルＭＤ２００と
、図３８の制御テーブルＭＤ２１０とが記憶されているとする。
【０５１０】
　制御データ送信処理Ａでは、まず、制御部６１０が、制御テーブルＭＤ２００に基づい
た制御データを、制御テーブルＭＤ２００に記載される装置ＩＤにより特定（識別）され
る通信端末装置Ａへ送信する。通信端末装置Ａへ送信される制御データは、たとえば、図
１９の制御データＴＤ３００Ａであるとする。すなわち、通信端末装置Ａへ送信される制
御データは、対応する制御テーブルＭＤ２００において、「状態」が許可となっている処
理が使用される。
【０５１１】
　そして、制御部６１０は、制御テーブルＭＤ２１０に基づいた制御データを、制御テー
ブルＭＤ２１０に記載される装置ＩＤにより特定（識別）される通信端末装置Ｂへ送信す
る。通信端末装置Ｂへ送信される制御データは、以下の制御データＴＤ３００Ｋであると
する。そして、この装置制御処理ＴＮは終了する。
【０５１２】
　図４０は、一例としての制御データＴＤ３００Ｋを示す図である。図４０を参照して、
制御データＴＤ３００Ｋの各項目は、図１７の制御データＴＤ３００で説明したのと同様
なので詳細な説明は繰り返さない。制御データＴＤ３００Ｋにおいて、「テロップ表示」
に対応するパラメータが「関連情報」である場合、コンテンツ関連情報を表示させるため
のボタンが通信端末装置Ｂの表示部５３０に表示される。
【０５１３】
　すなわち、通信端末装置Ｂへ送信される制御データＴＤ３００Ｋは、対応する制御テー
ブルＭＤ２１０において、「状態」が許可となっている処理（たとえば、制御番号ＣＴ３
に対応する処理）が使用されるデータとなる。
【０５１４】
　したがって、制御データ送信処理Ａにおいて、送信される制御データは、送信先の装置
の状態に応じたデータとなる。
【０５１５】
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　再び、図３９を参照して、まず、通信端末装置Ａが行なう装置制御処理Ｍの処理につい
て説明する。
【０５１６】
　ステップＳ４１１では、第１の実施の形態で説明した処理と同様な処理が行なわれるの
で詳細な説明は繰り返さない。ここでは、制御データＴＤ３００Ａを受信したとして、ス
テップＳ４１２に進む。
【０５１７】
　ステップＳ４１２では、第１の実施の形態で説明した処理と同様な処理が行なわれるの
で詳細な説明は繰り返さない。この処理により、制御データＴＤ３００Ａが記憶されると
する。
【０５１８】
　ステップＳ４１４では、第１の実施の形態で説明したように、制御データ対応処理Ｍが
行なわれる。制御データ対応処理Ｍでは、受信した制御データに対応した処理が行なわれ
る。
【０５１９】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００Ａであるとする。この場合、制
御データ対応処理Ｍでは、制御部５１０が、音声出力処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ
表示処理ＭＡを、同時に行なう。なお、音声出力処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ表示
処理ＭＡは、同時に行なわれなくてもよい。
【０５２０】
　音声出力処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ表示処理ＭＡは、第１の実施の形態で説明
したのと同様なので詳細な説明は繰り返さない。
【０５２１】
　次に、通信端末装置Ｂが行なう装置制御処理Ｍの処理について説明する。
　ステップＳ４１１では、第１の実施の形態で説明した処理と同様な処理が行なわれるの
で詳細な説明は繰り返さない。ここでは、制御データＴＤ３００Ｋを受信したとして、ス
テップＳ４１２に進む。
【０５２２】
　ステップＳ４１２では、第１の実施の形態で説明した処理と同様な処理が行なわれるの
で詳細な説明は繰り返さない。この処理により、制御データＴＤ３００Ｋが記憶されると
する。
【０５２３】
　ステップＳ４１４では、第１の実施の形態で説明したように、制御データ対応処理Ｍが
行なわれる。制御データ対応処理Ｍでは、受信した制御データに対応した処理が行なわれ
る。
【０５２４】
　ここで、受信した制御データは、制御データＴＤ３００Ｋであるとする。この場合、制
御データ対応処理Ｍでは、制御部５１０が、振動処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ表示
処理ＭＡを、同時に行なう。なお、振動処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ表示処理ＭＡ
は、同時に行なわれなくてもよい。
【０５２５】
　振動処理Ｍ、発光処理Ｍおよびテロップ表示処理ＭＡは、第１の実施の形態で説明した
のと同様なので詳細な説明は繰り返さない。
【０５２６】
　以上説明したように、映像表示装置６００は、通信端末装置Ａおよび通信端末装置Ｂの
状態に応じた処理を、各装置で実行させることができるという効果を奏する。
【０５２７】
　なお、本実施の形態の変形例では、第１の実施の形態で説明した映像表示装置６００の
複数種類の状態（たとえば、ザッピング状態、消音状態等）にそれぞれ応じた複数の処理
も、第１の実施の形態と同様に適用可能である。
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【０５２８】
　したがって、本実施の形態の変形例においても、第１の実施の形態において奏する効果
を得ることができる。
（機能ブロック図）
　図４１は、本発明における制御部５１０および制御部６１０の機能ブロック図である。
図４１を参照して、制御部５１０は、処理実行部５１１と、制御部５１３と、第１送信部
５１５と、第２受信部５１７とを含む。制御部６１０は、第１受信部６１１と、状態判定
部６１３と、第２送信部６１５とを含む。
【０５２９】
　処理実行部５１１は、制御に応じて、複数の処理の少なくとも１つを行なう。制御部５
１３は、処理実行部５１１を制御する。第１送信部５１５は、複数の処理をそれぞれ特定
するための複数の処理特定情報を含む制御テーブルを映像表示装置６００へ送信する。
【０５３０】
　第１受信部６１１は、制御テーブルを受信する。表示部６３０は、コンテンツを表示す
る。状態判定部６１３は、自装置（映像表示装置６００）の動作状態を判定する。第２送
信部６１５は、状態判定部６１３により判定される動作状態が所定状態である場合、受信
した制御テーブルに含まれる複数の処理特定情報のうちの少なくとも１つの処理特定情報
に基づく制御情報を、通信端末装置５００へ送信する。
【０５３１】
　第２受信部５１７は、第２送信部６１５により送信された制御情報を受信する。制御部
５１３は、受信した制御情報に基づく処理を処理実行部５１１に実行させる制御を行なう
。
【０５３２】
　なお、制御部５１０に含まれる、処理実行部５１１、制御部５１３、第１送信部５１５
および第２受信部５１７の全てまたは一部は、ハードウエアで構成されてもよい。また、
制御部６１０に含まれる、第１受信部６１１、状態判定部６１３および第２送信部６１５
の全てまたは一部は、ハードウエアで構成されてもよい。
【０５３３】
　（発明の展開）
　なお、本発明では、第１の実施の形態および第１の実施の形態の変形例で説明した、通
信端末装置５００が行なう処理と、映像表示装置６００が行なう処理とが、入れ替わって
もよい。
【０５３４】
　すなわち、通信端末装置５００において、プッシュ情報等の関連情報を含むコンテンツ
を表示している場合に、関連情報を参照することができる旨を、映像表示装置６００にお
いて、音、光、画像等で報知してもよい。また、表示部５３０に画像が表示されていない
待機モードの通信端末装置５００において情報が配信された場合、映像表示装置６００に
おいて、情報が配信された旨を、音、光、画像等で報知してもよい。また、待機モードの
通信端末装置５００が電子メールを受信した場合、映像表示装置６００において、電子メ
ールを受信した旨を、音、光、画像等で報知してもよい。
【０５３５】
　また、通信端末装置５００で処理できないデータ（以下、非サポートデータともいう）
を、通信端末装置５００が受信した場合、非サポートデータを、映像表示装置６００にお
いて処理してもよい。すなわち、映像表示装置６００が、通信端末装置５００の代わりに
非サポートデータを有効に活用した処理をおこなってもよい。
【０５３６】
　非サポートデータは、たとえば、表示部５３０の解像度では１度に表示できない大きな
サイズの画像のデータである。また、非サポートデータは、たとえば、Ｈ．２６４形式の
動画像のデータである。
【０５３７】
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　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【０５３８】
【図１】本実施の形態におけるネットワークシステムの構成を示す図である。
【図２】通信端末装置の外観を正面から示した図である。
【図３】通信端末装置の外観を背面から示した図である。
【図４】通信端末装置の内部構成を示したブロック図である。
【図５】映像表示装置の内部構成を示したブロック図である。
【図６】サービスサーバの内部構成を示したブロック図である。
【図７】一例としてのリモコン画像を示す図である。
【図８】一例としてのＷｅｂブラウザ画像を示す図である。
【図９】登録処理のフローチャートである。
【図１０】一例としてのユーザデータを示す図である。
【図１１】一例としてユーザ識別情報登録テーブルを示す図である。
【図１２】操作判定処理Ｍおよび制御信号対応処理Ｔのフローチャートである。
【図１３】一例としての制御テーブルを示す図である。
【図１４】制御テーブル送信処理のフローチャートである。
【図１５】通話中処理Ｍおよび通話中処理Ｔのフローチャートである。
【図１６】装置制御処理Ｍおよび装置制御処理Ｔのフローチャートである。
【図１７】一例としての制御データを示す図である。
【図１８】一例としての報知画像を示す図である。
【図１９】一例としての制御データを示す図である。
【図２０】一例としての報知画像を示す図である。
【図２１】一例としての制御データを示す図である。
【図２２】一例としての報知画像を示す図である。
【図２３】一例としてのＥＰＧデータを示す図である。
【図２４】一例としての制御データを示す図である。
【図２５】一例としての制御データを示す図である。
【図２６】一例としての報知画像を示す図である。
【図２７】一例としての制御データを示す図である。
【図２８】一例としての報知画像を示す図である。
【図２９】一例としての制御データを示す図である。
【図３０】一例としての報知画像を示す図である。
【図３１】２種類のコンテンツが表示されている状態を示す図である。
【図３２】一例としての制御データを示す図である。
【図３３】一例としての報知画像を示す図である。
【図３４】一例としての制御データを示す図である。
【図３５】一例としての報知画像を示す図である。
【図３６】一例としての制御データを示す図である。
【図３７】一例としての報知画像を示す図である。
【図３８】一例としての制御テーブルＭＤ２１０を示す図である。
【図３９】装置制御処理Ｍおよび装置制御処理ＴＮのフローチャートである。
【図４０】一例としての制御データＴＤ３００Ｋを示す図である。
【図４１】本発明における、異なる２つの制御部の機能ブロック図である。
【符号の説明】
【０５３９】
　５０　通信部、７０　ネットワーク、１８０，１８０Ａ，１８０Ｂ　プログラム、３０
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０　リモコン、５００　通信端末装置、５１０，６１０，８１０　制御部、５２０，６２
０，８２０　記憶部、５３０，６３０　表示部、５４０　入力部、５５５，５５５Ａ　記
録媒体、６００　映像表示装置、８００Ａ　サービスサーバ、８００Ｓ　検索サーバ、８
００Ｗ　Ｗｅｂサーバ、１０００　ネットワークシステム。

【図１】 【図２】
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【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】



(63) JP 4969254 B2 2012.7.4

【図２３】 【図２４】

【図２５】

【図２６】

【図２７】

【図２８】

【図２９】



(64) JP 4969254 B2 2012.7.4
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